


　今年、三豊市で成人の仲間入りをした新成人は、平成2年4月2日～
平成3年4月1日生まれの748人。晴れ着やスーツ姿で正装した新成人
たちは、旧友との久しぶりの再会を喜び、新たな門出を共に祝いました。

1月9日、平成23年三豊市成人式がマリンウェーブで行われました。

成人式企画運営スタッフ

周りへの感謝の気
持ちを忘れず、自分
らしく前向きに歩
んでいきます。大学
で学んだことを生
かして、将来はピア
ノ教室を開き、音楽
を通して心のケア
を行いたいと思い
ます。

成人式を迎え、これ
まで関わってきた
すべての人に感謝
します。勉学に励み
人間的にも成長し、
仲間とともにこの
困難な時代を乗り
越えていきます。

困難に局面しても
決して投げ出さず、
今までの体験・経験
をもとに乗り越え
ていきます。物事を
一つ一つ確実に成
し遂げ、将来のため
に頑張ります。

大学生になり、さま
ざまな人と出会い
多様な価値観にふ
れる中で、互いに認
め合うことを学び
ました。互いに理解
しあえる大人にな
ります。

仕事や人との関わ
りを通して、感謝の
気持ちが大切だと
学びました。これか
らも感謝の気持ち
を忘れず、どんな困
難も乗り越えてい
きます。

視野を広くもち、た
くさんの経験を積
み、社会貢献できる
ようにします。精神
的にも大人になり、
胸を張って堂々と
生きていく立派な
大人になります。

感謝の気持ちを忘
れずに一生懸命頑
張り、将来の自分を
形成していきます。
そして、これまで支
えてくれた人たち
を、今度は私が支え
ていきます。

山下さくらさん
財田町

秋山賢輔さん
高瀬町

冨田　駿さん
仁尾町

政田千彰さん
山本町

新卓咲季さん
詫間町

長谷川綾香さん
豊中町

安森麻衣さん
三野町

歳の門出

抽選会

謝辞：真鍋孝史さん

成人証書授与
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紙
面
で
紹
介
し
た
事
例
は
ほ
ん
の
一
部

で
す
。
エ
コ
活
動
に
取
り
組
む
各
校
の
取

り
組
み
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
↓
学
び
・
ス
ポ

ー
ツ
↓
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
↓

み
と
よ
・
ヤ
ン
グ
・
エ
コ
・
サ
ミ
ッ
ト�

�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
学
校
教
育
課
　
☎
62
・
1
1
3
9

　
笠
田
高
校
で
は
、
三
豊
市
と
連
携
し
て

「
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
元
気
野
菜
作
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
毎
日
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を

使
っ
て
の
野
菜
作
り
で
す
。
地
元
の
給
食

セ
ン
タ
ー
で
出
る
野
菜
な
ど
の
切
り
く
ず

や
給
食
の
残
飯
を
使
用
し
て
土
作
り
を
し
、

ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

の
野
菜
を
無
農
薬
で
栽
培
し
ま
し
た
。�

　
収
穫
し
た
野
菜
を
試
食
し
た
と
こ
ろ
、

通
常
栽
培
よ
り
甘
く
て
お
い
し
く
、
食
感

が
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
を
招
待
し
、
生
ご
み
で
の
野
菜
づ
く

り
に
つ
い
て
教
え
て
い
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ゆ
く
ゆ
く
は
、
三
豊
全
体
に
生
ご
み
野

菜
作
り
を
普
及
さ
せ
、
生
ご
み
が
地
域
の

宝
物
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
こ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

い
自
然
を
守
る
た
め
、
自
分
た
ち
が
今

で
き
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
意
見
交
換
を
受
け
て
、
高
瀬
高
校
生

徒
会
か
ら
、
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
共
通
テ
ー
マ
「
ス
マ
イ
ル 

ア

フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く

な
っ
て
履
か
な
く
な
っ
た

靴
を
、
ア
フ
リ
カ
の
子
ど

も
た
ち
に
届
け
る
取
り
組

み
で
す
。
参
加
者
全
員
の

同
意
を
得
て
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。�

　
最
後
に
全
員
で
、
今
あ

る
も
の
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

自
然
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
を
宣
言
し
、
毎
年
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
高
瀬
高
校
生
徒
会

の
呼
び
か
け
で
市
内
36
の
全
小
中
学
校
、

高
校
が
集
ま
っ
て
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。�

　
高
瀬
高
校
は
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
や
地
域

清
掃
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
活
動
す

る
市
内
の
学
校
と
連
携
し
、
こ
の
活
動
を

地
域
に
広
げ
て
い
こ
う
と
各
学
校
に
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
環

境
問
題
に
関
す
る
取
り

組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ

た
あ
と
、
各
学
校
代
表

者
に
よ
り
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、
各
学
校
で

の
エ
コ
活
動
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
牛

乳
パ
ッ
ク
・
プ
ル
タ
ブ

の
回
収
や
緑
化
・
清
掃

活
動
な
ど
）
や
「
美
し

　
私
た
ち
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
来
夢
〜
輝

け
る
場
所
へ
全
力
疾
走
」
を
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。�

　
環
境
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
で
行
っ

て
い
る
「
ア
ル
ミ
缶
・
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
」

で
は
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
週

水
曜
日
に
牛
乳
パ
ッ
ク
、
毎
週
金
曜
日
に

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
方
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
回
収
し

て
得
た
収
益
か
ら
、
毎
年
車
い
す
を
購
入

し
て
、
地
元
の
福
祉
施
設
に
寄
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
た
く
ま
夢
街
道
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
や
「
町
内
一
斉
環
境
美
化
活
動
」

に
も
参
加
し
て
、
大
勢
の
市
民
と
一
緒
に

地
元
の
歩
道
や
交
差
点
な
ど
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
と
積
極
的
に

か
か
わ
り
な
が
ら
、
輝
け
る
場
所
「
花
と

浦
島
の
里
」
で
全
力
疾
走
し
て
い
き
ま
す
。�

　
下
高
瀬
小
学
校
で
は
、
3
年
前
に
制
定

し
た
「
下
小
も
っ
た
い
な
い
憲
法
」
を
全

校
生
が
意
識
し
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
一
つ
が
「
省
エ
ネ
委
員
会
」
。
給

食
時
の
放
送
な
ど
で
、
使
用
電
力
量
を
校

内
に
知
ら
せ
た
り
、
給
食
を
残
さ
ず
食
べ

よ
う
と
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
「
も
っ
た
い
な
い
お
ば
け
バ
ス
タ

ー
ズ
」
を
結
成
し
て
、
食
・
節
水
・
緑
・

資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
節
電
の
6
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
分
た
ち
に
で
き
る

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
割
り
ば
し
回
収
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
、
合

鴨
農
法
で
の
米
作
り
や
太
陽
光
発
電
学
習

機
の
活
用
な
ど
も
実
践
し
、
着
実
に
省
エ

ネ
活
動
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
省
エ
ネ
活
動
を
実
践
・

発
信
し
、
家
庭
や
地
域
に
も
っ
と
広
げ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

皆さんの“気持ち”を�
入れてください�

　『
第
1
回
み
と
よ
・
ヤ
ン
グ
・
エ
コ
・
サ
ミ
ッ
ト
』が
12
月
27
日（
月
）に

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ
活
動
の
紹
介
や

意
見
交
換
を
し
た
あ
と
、
全
学
校
共
同
で
「
ス
マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
を
約
束
し
ま
し
た
。�

｢

も
っ
た
い
な
い｣

を
合
言
葉
に
省
エ
ネ
活
動�

下高瀬小学校�

山口  快哉さん（5年）�

　　  実矩さん（ 〃 ） �

さ や �

み く �

磯�

地
域
住
民
と
協
力
し
て
取
り
組
む
エ
コ�

詫間中学校�

濱上  莉子さん（2年）�

生
ご
み
を
資
源
に
野
菜
作
り�

ら
い
む� り こ �

たくや�

　市役所1階ロビーにもペットボトル
キャップ回収BOXを設置しています。
1個からでも皆さんの協力をお願いし
ます。�

笠田高校�

小野  琢也さん�

（農産科学科3年）�
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1
月
9
日
、
三
豊
市
消
防
団

出
初
式
が
上
高
瀬
小
学
校
運
動

場
で
挙
行
さ
れ
、
団
員
9
3
0

人
、
三
観
広
域
北
消
防
署
員
36

人
、
消
防
車
両
な
ど
38
台
が
参

加
し
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
10
年
・
20
年
勤
続

の
団
長
表
彰
や
三
観
広
域
行
政

組
合
消
防
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
、

30
年
勤
続
団
員
の
家
族
に
市
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
消
防
操
法
や
一
斉
放

水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
田
中
団
長
は
「
地
域
住
民
の

生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、

平
和
で
安
全
な
住
み
良
い
郷
土

を
築
く
礎
と
な
る
と
と
も
に
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団

と
し
て
、
三
豊
市
の
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま

し
た
。�

　
参
加
し
た
団
員
一
同
は
防
火
・

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。�

詫間庁舎南館2階につどいの広場が開所するのに合わせて、詫間町公民館第3分館で実施していた�
「すくすくランド」は、1月28日（金）をもって閉所します。�

三豊市つどいの広場事業�

親子で遊び、交流し、子育て相談ができるつどいの広場「すくすくランド」が、市役所詫間庁舎に�
オープンします。子育て中の親子をはじめ、誰もが気軽に立ち寄れる場を提供していきます。�
皆さんのご利用をお待ちしています。�

●場　　所　詫間庁舎南館2階�
　　　　　　（マリンウェーブ駐車場をご利用ください）�
●開 所 日　月、火、木、金曜日�
　　　　　　※水曜日は、三野町保健センターで�
　　　　　　　「出張みの広場」を開催しています。�
●利用時間　午前9時30分から午後3時30分�
●利 用 料　無料�
　　　　　　（おやつ代・イベント参加料別途）�

日　時　  2月13日（日） 午前10時～午後2時�

場　所　  詫間庁舎南館2階�

内　容　  ・・フリーマーケット ・・バッジ工作�
　　　　  ・・お父さんの妊婦体験�
　　　　  ・・絵本読み聞かせ・パネルシアター�
　　　　　　　　　　　（11：00～11：30）�

南館2階�

すくすくランド�

▲問い合わせ　子育て支援課 ☎73ー3016　すくすくランド ☎83ー7739
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日 日 日 日 日 日 日 

民
生
常
任
委
員
会
 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

全
員
協
議
会
 

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会
 

定
例
会
 

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

政
務
調
査
費
検
討
会
 

議
会
広
報
委
員
会
 

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
議
案
の

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
主
な

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
議
案
第
１３７
号
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
条
例
の
一
部
改
正
は
「
学
校
休

業
日
期
間
」
に
（
始
業
式
、
終
業

式
及
び
修
了
式
実
施
日
）
を
含
む

も
の
と
す
る
も
の
で
す
。
 

　
議
案
第
１３８
号
は
、
「
高
瀬
町
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

指
定
管
理
者
を
高
瀬
町
比
地
中
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
ぞ
み
荘
」
に
5
年
間

指
定
す
る
も
の
で
す
。
 

　
議
案
第
１３９
号
は
、
「
三
野
ふ
れ

あ
い
産
直
市
」
の
指
定
管
理
者
を

「
三
野
ふ
れ
あ
い
産
直
市
運
営
協

議
会
」
に
5
年
間
指
定
す
る
も
の

で
す
。
 

　
議
案
第
１４０
号
か
ら
議
案
第
１４８
号

市
道
の
路
線
認
定
は
、
幅
員
4
メ

ー
ト
ル
以
上
の
市
道
の
認
定
基
準

に
関
す
る
規
則
に
基
づ
き
、
9
路

線
を
市
道
と
認
定
す
る
も
の
で
す
。
 

　
議
案
第
１４９
号
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
億

9
’
1
6
1
万
5
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
２８９
億
7
’
0
9
7
万

5
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
ほ
か
1
’

7
3
7
万
5
千
円
、
オ
リ
ー
ブ
生

産
拡
大
推
進
事
業
補
助
金
1
’

0
1
4
万
2
千
円
、
繰
出
金
と
し

て
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
6
’

1
6
1
万
7
千
円
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
2
’
5
6
8

万
3
千
円
な
ど
8
’
8
7
7
万
3

千
円
を
繰
り
出
す
も
の
で
す
。
 

　
議
案
第
１１１
号
、
高
瀬
町
緑
ヶ
丘

総
合
運
動
公
園
条
例
の
一
部
改
正

は
、
議
案
の
訂
正
を
行
い
、
名
称

変
更
に
加
え
、
指
定
管
理
者
に
施

設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
旨
の
条
項
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。
 

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
議

は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
22
日
の
最
終

日
に
は
、
各
委
員
長
か
ら
全
議
案

原
案
可
決
の
報
告
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
委
員
長
報
告
ど
お
り
原
 

    案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。
 

  小
野
　
敏
夫
（
詫
間
町
詫
間
）
 

十
川
　
　
剛
（
豊
中
町
比
地
大
）
 

議案第97号 

議案第110号 
〜
 

議案第138号 
 
議案第139号 

〜
 

議案第140号 
 
議案第148号 

〜
 

議案第155号 
 
議案第156号 

〜
 

平成21年度歳入歳出決算認定 
一般会計・特別会計（地域農産物利用促進センター事業・商品券 
事業・国民健康保険事業・国民健康保険診療所事業・老人保健事 
業・後期高齢者医療事業・介護保険事業・介護サービス事業・集 
落排水事業・浄化槽整備推進事業・港湾整備事業） 
 
平成21年度決算認定 
水道事業会計・病院事業会計 

高瀬町緑ヶ丘総合運動公園条例の一部改正 

放課後児童クラブ条例の一部改正 

市道の路線認定 

平成22年度一般会計補正予算（第3号） 

平成22年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度介護サービス事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第1号） 

人権擁護委員候補者の推薦 

※ 議決年月日　 
　議案第97号～110号　平成21年度歳入歳出決算認定・平成21年度決算認定（平成22年12月2日） 
　その他の議案（平成22年12月22日） 

議案第111号 

議案第137号 

議案第149号 

議案第150号 

議案第151号 

議案第152号 

議案第153号 

議案第154号 

指定管理者の指定 
（高瀬町老人デイサービスセンター・三野ふれあい産直市） 
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（原稿は質問者本人が書いています） 

主
な
質
疑
と
答
弁
 

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
三
観
広
域
か
ら
の
還
付
金
は
、

20
年
度
の
ご
み
関
係
の
決
算
分
が

還
付
さ
れ
た
の
か
。
 

■答
　
広
域
の
会
計
は
通
常
、
剰
余

金
が
出
た
場
合
は
、
還
付
せ
ず
に

繰
り
越
し
て
い
た
が
、
ご
み
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
業
務
量
も
一
定

の
目
処
が
つ
い
た
と
の
こ
と
で
、

20
年
度
ま
で
に
つ
い
て
は
一
度
整

理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 ■問
　
箱
浦
小
学
校
校
舎
の
耐
震
工

事
の
事
業
内
容
は
。
 

■答
　
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
耐

震
の
ブ
レ
ス
が
1
カ
所
、
耐
震
ス

リ
ッ
ト
が
14
カ
所
、
ト
イ
レ
の
男

女
1
カ
所
ず
つ
3
階
ま
で
の
計
6

カ
所
を
洋
式
に
変
え
る
も
の
で
あ

る
。
 

 ■問
　
建
築
物
の
修
繕
な
ど
に
つ
い

て
、
建
築
課
と
の
連
携
は
取
れ
て

い
る
の
か
。
 

■答
　
建
築
物
の
修
理
な
ど
に
関
し

て
は
、
建
築
課
に
相
談
を
か
け
、

設
計
書
は
建
築
課
で
作
成
す
る
と

と
も
に
、
設
計
金
額
も
建
築
課
で

算
定
し
て
い
る
。
 

 ■問
　
高
瀬
町
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公

園
条
例
の
一
部
改
正
（
継
続
審
査

議
案
）
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
の

中
に
共
同
福
祉
施
設
が
あ
る
が
、

指
定
管
理
に
な
る
と
非
常
に
や
や

こ
し
く
な
ら
な
い
の
か
。
 

■答
　
共
同
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
公
民
館
と
し
て
の
位
置
づ

け
が
あ
る
と
同
時
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
お
り
、
現

時
点
で
は
体
育
施
設
の
一
部
で
は

な
い
。
現
段
階
で
の
管
理
は
公
民

館
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
状
況
な

ど
を
説
明
し
、
そ
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
か
ら
は
ず
さ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
 

 　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
 

総
務
教
育
常
任
委
員
会
 
 
12
月
13
日
開
催
の
総
務
教
育
常
任

委
員
会
に
は
、
1
議
案
が
付
託
さ
れ

審
議
し
た
。
ま
た
継
続
審
査
１
議
案

に
つ
い
て
も
審
議
を
行
っ
た
。
 

総
務
教
育
常
任
委
員
会
 

委
　
員
　
会
　
審
　
議
 

 ■問
　
高
校
等
の
就
職
内
定
率
に
つ

い
て
、
本
市
の
状
況
を
問
う
。
ま

た
、
国
は
11
月
26
日
に
5
兆
円
余

り
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
が
、

そ
の
予
算
が
本
市
に
ど
の
く
ら
い

交
付
さ
れ
、
何
に
使
う
考
え
か
。
 

■答
　
国
公
私
立
の
未
就
職
者
が
ま

だ
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
の
で
、

県
・
労
働
局
・
県
教
育
委
員
会
お

よ
び
四
国
経
済
産
業
局
が
連
携
・

協
力
し
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
に

つ
い
て
関
係
団
体
に
要
請
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
国
の
補
正
予
算
に
係
る
緊
急
総

合
経
済
対
策
に
お
い
て
は
、
地
域

活
性
化
の
観
点
か
ら
、
普
通
交
付

税
の
増
額
と
地
域
活
性
化
・
社
会

資
本
整
備
・
中
小
企
業
対
策
と
し

て
、
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」
と

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
」
で
あ
る
。
国
か
ら
の
通
知
が

あ
れ
ば
、
早
急
に
対
応
す
べ
く
、

事
業
を
精
査
し
、
早
い
時
期
に
議

会
に
提
案
し
、
地
域
の
景
気
向
上

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
発
注
は
、

地
元
事
業
者
に
配
慮
し
た
対
応
を

考
え
て
い
る
。
 

 ■問
　
現
下
の
農
業
を
と
り
ま
く
状

況
の
悪
化
が
里
山
の
植
生
変
化
に

つ
な
が
り
、
有
害
鳥
獣
被
害
を
拡

大
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
が
。
 

■答
　
そ
う
思
う
。
中
で
も
放
置
竹

林
の
拡
が
り
が
里
山
地
域
に
分
布

し
、
動
物
の
食
物
連
鎖
の
バ
ラ
ン

ス
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る
。
市
内

の
竹
林
面
積
は
約
1
’2
0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
 

■問
　
竹
林
整
備
が
今
後
進
ん
で
い

く
と
思
わ
れ
る
が
、
地
域
の
「
ヤ

ン
グ
シ
ル
バ
ー
」
を
指
導
者
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
は
い
か
が
か
。
 

■答
　
市
内
の
60
歳
以
上
の
男
性
は

1
万
2
千
人
程
お
い
で
る
。
だ
か

ら
こ
れ
ら
の
皆
さ
ま
の
力
を
お
借

り
す
る
こ
と
を
基
本
ス
タ
ン
ス
と

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
 

■問
　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
す
ぐ

に
は
成
果
は
あ
が
ら
な
い
と
思
う

が
、
解
決
策
の
一
つ
と
考
え
る
。

早
期
の
取
り
組
み
を
要
請
し
た
い
。
 

■答
　
「
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
」
層
の

意
欲
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

推
進
室
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
 

 ■問
　
小
泉
構
造
改
革
の
推
進
に
よ

る
、
自
己
責
任
論
な
ど
に
よ
り
福

祉
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
金
持
ち
や

大
企
業
優
遇
の
減
税
・
政
策
が
進

み
、
公
務
員
数
の
割
合
は
米
国
よ

り
少
な
く
、
世
界
有
数
の
小
さ
な

政
府
と
な
り
、
格
差
社
会
と
な
っ

た
。
社
会
の
平
等
と
均
衡
、
富
の

再
配
分
を
図
る
大
き
な
政
府
、
ま

た
、
少
数
意
見
に
配
慮
し
た
政
治

に
つ
い
て
問
う
。
 

■答
　
少
数
意
見
に
は
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
務
員
数
は
少

な
い
が
国
民
負
担
か
ら
す
る
と
、

小
さ
な
政
府
で
は
な
い
。
 

 ■問
　
育
児
休
業
の
推
進
と
「
保
育

に
欠
け
る
」
と
は
何
か
問
う
。
 

■答
　
育
児
休
業
制
度
の
普
及
に
つ

い
て
は
、
企
業
や
関
係
団
体
に
働

き
か
け
て
い
く
。
「
保
育
に
欠
け
る
」

と
は
保
護
者
が
就
労
・
病
気
・
親

族
の
常
時
介
護
な
ど
に
よ
り
、
家

庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
。
ま
た
、
保
育
所
に
通
っ
て

い
る
子
の
保
護
者
が
育
児
休
業
を

取
得
し
て
も
、
引
き
続
き
預
か
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
 

 ■問
　
自
治
会
の
加
入
率
減
少
傾
向

を
軽
視
し
、
無
策
に
よ
っ
て
未
加

入
者
を
不
安
・
不
信
・
無
関
心
に

さ
せ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
未
加
入

率
は
何
％
な
の
か
。
 

■答
　
加
入
紹
介
を
随
時
し
て
い
る

が
入
会
金
や
慣
行
な
ど
が
あ
り
、

一
方
的
な
推
進
を
控
え
て
い
る
。

今
後
自
治
会
連
合
会
を
通
じ
加
入

促
進
を
検
討
し
て
い
く
。
防
災
情

報
・
ご
み
収
集
・
広
報
紙
の
配
布

手
段
は
、
工
夫
し
実
施
し
て
い
る

が
万
全
で
な
い
。
22
年
4
月
の
未

加
入
率
は
18
％
で
、
そ
の
世
帯
数

は
4
’
2
4
5
戸
で
あ
る
。
 

■問
　
一
人
当
た
り
2
千
6
百
円
／

年
の
自
治
会
交
付
金
を
受
け
て
い

な
い
未
加
入
世
帯
に
対
し
て
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

広
報
紙
を
郵
送
し
、
全
戸
配
布
と

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
自
治
会

結
成
基
準
は
あ
る
の
か
。
 

■答
　
自
治
会
交
付
金
は
自
治
会
活

動
費
で
、
広
報
紙
の
郵
送
は
費
用

が
か
か
り
難
し
い
。
結
成
基
準
は

な
い
が
、
自
治
会
と
し
て
機
能
す

る
に
は
2
桁
の
戸
数
が
望
ま
し
い
。
 

川

　

秀

男

 

議
員 

山

本

　

明

 

議
員 

西

山

彰

人

 

議
員 

前

川

　

勉

 

議
員 

  ■問
　
本
市
で
は
今
年
度
に
空
き
家

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

山
か
ら
海
、
島
々
ま
で
多
く
存
在

す
る
空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
べ

く
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
取
り

組
み
姿
勢
を
問
う
。
 

■答
　
22
年
7
月
か
ら
市
内
の
空
き

家
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
地

実
態
調
査
は
完
了
し
、
デ
ー
タ
入

力
作
業
が
完
了
次
第
、
１
月
末
に

空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
出
来
上

が
る
予
定
で
あ
る
。
 

　
今
後
は
危
険
家
屋
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
、
空
き
家
で
利
用
で
き

る
も
の
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

を
ま
ず
つ
か
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
形
で
こ

れ
が
利
活
用
で
き
る
か
を
考
え
た

い
と
思
う
が
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

も
含
め
て
、
今
後
具
体
的
な
対
応

策
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
空
き
家

で
利
用
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

香
川
県
宅
建
協
会
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
て
、
移
住
・
定
住
施
策

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
 

 ■問
　
地
域
の
活
性
化
は
、
地
域
内

再
投
資
力
を
形
成
し
、
新
た
な
生

産
を
生
み
出
す
た
め
に
、
自
治
体

が
地
域
経
済
を
認
識
し
、
産
業
構

造
の
実
態
を
踏
ま
え
た
中
で
、
農

業
に
お
け
る
施
策
が
必
要
。
食
糧

自
給
率
の
向
上
の
基
本
方
針
や
市

内
中
小
企
業
等
を
含
め
た
産
業
振

興
施
策
の
基
本
方
針
を
問
う
。
 

■答
　
大
局
的
で
同
時
に
本
質
的
な

課
題
で
あ
る
。
本
市
の
産
業
構
造

は
、
農
業
、
製
造
業
、
卸
・
小
売
・

飲
食
業
等
は
零
細
で
特
に
農
業
の

生
産
性
が
低
い
。
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
構
想
を
策
定
、
効
率
的
・

安
定
的
な
農
業
経
営
の
指
針
を
示

し
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

■問
　
基
本
的
な
方
針
は
、
担
当
が

変
わ
っ
て
も
進
め
ら
れ
る
条
例
が

必
要
。
閣
議
決
定
さ
れ
た
中
小
企

業
憲
章
で
も
中
小
企
業
と
農
林
水

産
業
が
連
携
し
食
糧
自
給
率
の
改

善
に
貢
献
す
る
こ
と
と
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
産
業
振
興
基
本

条
例
が
必
要
と
考
え
る
が
。
 

■答
　
明
確
な
方
針
の
条
例
化
は
必

要
。
当
面
は
其
々
の
分
野
で
議
論

を
深
め
地
固
め
を
し
た
い
。
 

  ■問
　
23
年
度
予
算
編
成
方
針
・
財

政
運
営
を
問
う
。
ま
た
、
景
気
対

策
を
予
算
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。
 

■答
　
新
総
合
計
画
に
基
づ
く
、
自

主
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
予
算
編
成
に
と
り
か
か

っ
て
い
る
。
財
政
運
営
は
、
今
後

と
も
、
無
駄
遣
い
の
根
絶
の
徹
底
・

事
務
事
業
評
価
な
ど
に
よ
り
、
新

た
な
政
策
・
効
果
の
高
い
政
策
に

取
り
組
み
た
い
。
景
気
対
策
は
、

国
の
対
策
の
提
案
が
あ
れ
ば
緊
急

に
最
大
限
活
用
し
、
地
域
経
済
が

活
性
化
で
き
る
よ
う
、
地
域
業
者

の
皆
さ
ま
に
も
配
慮
し
措
置
を
講

じ
た
い
。
中
小
企
業
・
商
業
・
農

業
・
漁
業
が
連
携
で
き
る
考
え
に

も
配
慮
し
、
地
域
で
少
し
で
も
循

環
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
 

 ■問
　
今
後
の
市
内
公
立
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
空
調
設

備
導
入
計
画
に
つ
い
て
問
う
。
 

■答
　
学
校
の
冷
房
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
か
ら
の
提
案
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
来
年
度
予
算
に
向

け
議
会
に
提
案
し
た
い
。
 

藤

田

公

正

 

議
員 

浜

口

恭

行

 

議
員 

鴨

田

　

偕

 

議
員 
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12
月
15
日
開
催
の
、
建
設
経
済
 

常
任
委
員
会
に
は
、
11
議
案
が
付
 

託
さ
れ
審
議
し
た
。
 

主
な
質
疑
と
答
弁
 

■問
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
 

て
　
産
直
市
の
運
営
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
 

■答
 
売
上
額
は
９００
万
円
程
度
で
あ

り
、
毎
年
10
万
円
前
後
の
利
益
が

出
て
い
る
。
 

■問
 
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

今
回
の
12
路
線
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
市
道
認
定

を
行
お
う
と
す
る
も
の
な
の
か
。
 

■答
　
10
路
線
に
つ
い
て
は
、
旧
町

時
代
に
寄
付
採
納
を
受
け
て
は
い

た
が
、
町
道
に
認
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
う
ち
、
現
地
確
認

が
終
了
し
、
市
道
の
認
定
基
準
に

合
致
し
て
い
る
も
の
を
順
次
提
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

開
発
行
為
が
終
了
し
、
寄
付
採
納

を
受
け
た
も
の
が
１
路
線
、
現
況

が
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
土

地
改
良
区
か
ら
寄
付
採
納
を
受
け

た
も
の
が
1
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
 

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
農
業
振
興
費
に
お
け
る
補
助

金
の
う
ち
、
単
独
事
業
の
内
容
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

■答
　
本
年
度
は
非
常
に
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
被
害
が
多
く
、
こ
の
対
策

用
と
し
て
、
く
く
り
罠
・
箱
お
り
・

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
購
入

に
対
す
る
補
助
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
 

■問
　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
い

く
ら
な
の
か
。
ま
た
、
捕
獲
期
間

と
狩
猟
期
間
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
 

■答
　
12
月
15
日
現
在
で
２５２
頭
を
捕

獲
し
て
い
る
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

期
間
は
、
通
常
4
月
1
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
で
あ
る
が
、
22
年
は

イ
ノ
シ
シ
被
害
が
多
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
11
月
15
日
ま
で
期
間
を

延
長
し
た
。
ま
た
狩
猟
期
間
は
、

通
常
11
月
15
日
か
ら
翌
年
2
月
15

日
ま
で
だ
が
、

こ
れ
も
イ
ノ
シ

シ
被
害
が
多
い

た
め
、
18
年
度

よ
り
3
月
15
日

ま
で
延
長
さ
れ

て
い
る
。
 

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審
 

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
 

 ■問
　
設
置
状
況
と
高
齢
者
世
帯
へ

の
無
料
設
置
に
つ
い
て
問
う
。
 

■答
　
三
観
地
域
で
の
調
査
で
は
約

40
％
の
設
置
状
況
で
あ
り
、
市
営

住
宅
へ
の
設
置
は
98
％
完
了
し
て

い
る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
非
課

税
世
帯
に
限
り
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
進
捗
の
推
移
を
見
守
り
、

23
年
6
月
以
降
再
検
討
す
る
。
 

 ■問
　
2
0
0
9
年
6
月
に
安
全
性

の
高
い
新
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ

た
。
本
市
の
接
種
の
積
極
的
勧
奨

に
つ
い
て
問
う
。
 

■答
　
対
象
と
な
る
3
歳
児
に
は
個

別
に
通
知
し
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
啓
発
し
て
い
る
。

積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
は
、
個

別
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
適
切

な
普
及
啓
発
に
努
め
る
。
 

■問
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ

い
て
問
う
。
 

■答
　
患
者
の
方
が
希
望
し
た
場
合

処
方
し
て
い
る
。
国
保
財
政
の
厳

し
い
中
、
医
療
費
軽
減
の
た
め
に

も
普
及
啓
発
に
努
め
る
。
 

  ■問
　
本
市
発
信
の
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
を
提

案
し
て
は
ど
う
か
。
 

■答
　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
基
礎
づ
く

り
も
本
市
が
発
信
で
き
る
将
来
像

の
一
つ
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
充

実
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
韓
国

陜
川
郡
と
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
交

流
は
検
討
課
題
。
努
力
す
る
。
 

 ■問
　
地
域
福
祉
支
援
体
制
の
現
状

と
課
題
を
聞
く
。
 

■答
　
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

世
帯
が
増
加
し
、
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
。
地
域
の

人
々
が
支
え
合
う
共
助
の
力
で
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
す
き
間
を
埋

め
る
生
活
支
援
も
必
要
に
な
る
。

高
齢
者
の
生
活
を
継
続
的
に
支
援

し
、
見
守
り
を
行
う
組
織
づ
く
り

が
課
題
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
高

齢
化
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
介
護

従
事
者
の
処
遇
改
善
な
ど
、
雇
用

対
策
へ
の
取
り
組
み
も
課
題
。
介

護
保
険
事
業
計
画
を
23
年
見
直
す
。
 

水
本
真
奈
美 

議
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   ■問
　
住
宅
対
策
で
な
く
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
た
め
の
波
及
効
果

が
高
く
、
経
済
対
策
と
し
て
新
潟
・

島
根
・
秋
田
県
を
は
じ
め
全
国
１７５

自
治
体
で
広
が
っ
て
い
る
。
岩
手

県
宮
古
市
（
本
市
と
ほ
ぼ
同
予
算

規
模
）
で
は
、
当
初
5
千
万
円
で

始
め
3
回
補
正
を
組
み
、
合
計
3

億
5
千
万
円
で
実
施
。
申
請
件
数

は
全
世
帯
の
10
分
の
1
の
2
’

2
2
1
件
（
10
月
末
）
総
工
事
費

は
10
億
1
千
万
円
、
経
済
効
果
は

４．５
倍
と
な
っ
て
い
る
。
総
工
費
20

万
円
以
上
の
工
事
に
対
し
て
、
一

律
10
万
円
を
支
援
す
る
も
の
。
 

　
本
市
は
、
経
済
効
果
が
高
く
地

域
内
循
環
の
、
こ
の
制
度
を
導
入

し
な
い
の
か
。
 

■答
　
助
成
制
度
に
よ
る
岩
手
県
や

秋
田
県
な
ど
経
済
効
果
の
実
績
の

事
例
を
検
証
す
る
。
国
の
助
成
事

業
と
し
て
、
耐
震
、
省
エ
ネ
、
介

護
な
ど
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

場
合
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
経

済
対
策
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 ■問
　
任
命
権
者
の
市
長
が
求
め
る

幹
部
職
員
と
し
て
の
資
質
と
は
？
 

■答
　
幹
部
職
員
の
役
割
を
認
識
し
、

的
確
な
行
政
判
断
能
力
お
よ
び
意

思
決
定
能
力
な
ど
を
養
い
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
に
た
け
て
い
る
者

が
幹
部
職
員
の
資
質
を
有
す
る
者

と
認
識
し
て
い
る
。
 

■問
　
幹
部
職
員
の
養
成
方
法
は
？
 

■答
　
職
員
研
修
計
画
に
基
づ
き
、

人
事
考
課
者
研
修
を
は
じ
め
、
将

来
の
課
長
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
し
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
な
ど

を
介
在
し
、
職
員
の
質
向
上
に
努

め
て
い
る
。
今
後
と
も
人
材
育
成

の
観
点
に
基
づ
き
各
種
研
修
を
実

施
し
、
求
め
る
資
質
の
さ
ら
な
る

向
上
に
努
め
る
。
 

■問
　
民
間
大
手
企
業
が
実
施
し
て

い
る
よ
う
な
幹
部
登
用
基
準
を
設

け
て
は
？
 

■答
　
本
市
で
は
本
市
職
員
の
人
事

考
課
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
人

事
考
課
の
結
果
に
基
づ
き
、
昇
任

昇
格
な
ど
的
確
な
処
置
を
講
じ
て

い
る
。
本
日
提
案
の
あ
っ
た
基
準

に
つ
い
て
は
、
重
要
な
こ
と
と
し

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
 

多

田

　

治

 

議
員 

岩

田

秀

樹

 

議
員 

込

山

文

　

 

議
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  ■問
　
過
去
の
放
送
で
、
毘
沙
門
天

か
ら
南
２２５
ｍ
付
近
で
一
般
建
物
火

災
で
す
。
消
防
団
員
は
直
ち
に
出

動
云
々
の
緊
急
放
送
が
さ
れ
て
も
、

肝
心
な
自
治
会
名
と
か
直
ぐ
分
か

る
目
標
物
を
特
定
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
、
地
元
分
団
の
消
防
団
員

で
す
ら
火
元
が
何
処
か
の
理
解
が

で
き
ず
、
火
災
放
送
の
度
ご
と
に

混
乱
を
招
き
苦
情
続
出
の
状
態
で

あ
る
。
適
格
な
改
善
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。
 

■答
　
確
か
に
現
在
の
個
人
情
報
保

護
法
を
重
視
し
た
、
個
人
名
称
抜

き
の
放
送
で
は
、
火
災
発
生
場
所

が
分
か
り
づ
ら
い
と
の
、
市
民
皆

さ
ま
か
ら
色
ん
な
会
合
で
の
苦
情

が
あ
り
、
三
観
広
域
消
防
と
の
間

で
改
善
策
を
協
議
中
で
あ
る
。
そ

の
改
善
策
と
し
て
は
、
三
観
広
域

が
活
用
し
て
い
る
放
送
シ
ス
テ
ム

の
中
に
、
現
在
消
防
分
団
ご
と
に

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

各
分
団
地
域
内
の
自
治
会
名
や
分

か
り
易
い
目
標
物
を
特
定
し
た
も

の
を
組
み
込
ん
で
い
た
だ
く
方
向

で
進
め
て
い
る
。
 

  ■問
　
今
年
度
の
有
害
鳥
獣
駆
除
対

策
事
業
の
予
算
執
行
お
よ
び
被
害

状
況
を
問
う
。
指
導
者
対
象
の
獣

害
対
策
の
手
引
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
鳥
獣
害
対

策
室
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
・
モ
デ
ル

地
区
（
集
落
単
位
）
の
考
え
は
。
 

■答
　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
と
し
て

謝
礼
奨
励
金
、
市
単
独
農
業
振
興

事
業
で
執
行
し
て
、
鳥
獣
対
策
の

手
引
は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
に
配
布
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
中
の
広
報
紙

に
よ
り
、
全
戸
に
対
し
て
イ
ノ
シ

シ
対
策
に
つ
い
て
の
周
知
を
す
る

予
定
で
あ
る
。
西
讃
地
域
に
は
、

本
市
・
観
音
寺
市
を
含
ん
だ
西
讃

地
域
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
を
設
立

し
て
い
る
。
 

 ■問
　
23
年
に
は
本
市
5
周
年
に
な

る
が
、
式
典
の
考
え
は
。
 

■答
　
合
併
5
周
年
記
念
式
典
の
開

催
は
見
送
り
、
10
周
年
に
お
い
て

検
討
し
、
合
併
市
政
の
功
労
表
彰

は
、
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
を
と
り
行
う
予
定
で
あ
る
。
 

小

林

照

武

 

議
員 

近

藤

賢

司

 

議
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主
な
質
疑
と
答
弁
 

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
市
民

部
関
係
）
水
処
理
課
の
清
掃
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
整
備
・
更
新
す

る
補
正
だ
が
、
3
年
後
に
は
、
中

讃
広
域
に
変
わ
る
の
に
な
ぜ
必
要

か
。
　
 

■答
　
残
り
3
年
し
か
な
い
が
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
早
く
最
小

限
の
整
備
な
り
更
新
を
行
っ
て
、

住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
 

 ■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
健
康

福
祉
部
関
係
）
母
子
家
庭
の
母
親

が
資
格
を
身
に
付
け
る
支
援
事
業

で
、
国
・
県
・
市
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
返
還
に

な
っ
た
の
か
。
こ
の
事
業
の
啓
発

活
動
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
こ
の
資
格
取
得
の
職

種
を
教
え
て
ほ
し
い
。
 

■答
　
こ
こ
1
〜
2
年
は
12
〜
13
人

の
実
績
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
2

〜
3
人
だ
っ
た
。
こ
の
間
制
度
が

拡
充
さ
れ
、
月
の
支
給
額
が
住
民

税
非
課
税
の
方
で
14
万
1
千
円
、

課
税
の
方
で
半
額
の
7
万
５００
円
で

あ
る
。
返
還
は
、
見
込
に
対
し
て

実
績
が
減
と
な
っ
た
。
普
及
啓
発

は
、
広
報
な
ど
で
周
知
徹
底
を
行

う
と
と
も
に
、
母
子
福
祉
団
体
の

方
々
に
も
積
極
的
な
呼
び
か
け
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
対

象
職
種
は
、
9
職
種
で
、
保
健
師
・

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
美
容
師
・

理
容
師
な
ど
で
あ
る
。
 

 ■問
　
子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
の

対
象
者
は
。
ま
た
、
一
回
の
接
種

額
は
い
く
ら
か
。
 

■答
　
対
象
者
は
、
中
学
１
年
生
か

ら
高
校
1
年
生
ま
で
と
、
国
が
示

し
て
い
る
基
準
で
予
算
計
上
し
て

い
る
。
今
年
度
は
2
月
か
ら
の
県

の
実
施
に
伴
い
、
市
も
補
助
す
る
。

接
種
額
は
、
国
か
ら
正
確
な
金
額

が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
の
予

算
段
階
の
接
種
単
価
は
、
１
回
が

1
万
5
’9
3
9
円
と
示
さ
れ
て

い
る
。
 

 　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
 

 
12
月
14
日
開
催
の
民
生
常
任
委

員
会
に
は
、
8
議
案
が
付
託
さ
れ

審
議
し
た
。
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今
回
開
発
し
た
「
浄
水
汚
泥
を
材
料
と

し
た
造
粒
型
園
芸
用
土
」
は
、
水
道
局
の

浄
水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
浄
水
汚
泥

を
利
用
し
て
の
土
作
り
で
す
。
今
ま
で
、

産
業
廃
棄
物
と
し
て
最
終
処
分
が
行
わ
れ

て
き
た
浄
水
汚
泥
に
は
、
植
物
の
育
成
を

促
す
微
生
物
が
含
ま
れ
て
い
て
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
園
芸
用
土
に
再
利
用
で
き
る

の
か
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
土
の
成
分
に
対
す

る
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
肥
土
と
の

配
合
を
行
い
製
品
化
。
実
際
に
使
っ
て
み

る
と
、
通
常
の
園
芸
用
土
と
変
わ
ら
ず
植

物
の
根
の
張
り
も
よ
く
、
し
か
も
安
価
に

提
供
で
き
ま
す
。
ま
た
、
処
分
し
て
い
た

浄
水
汚
泥
を
再
利
用
す
れ
ば
、
経
費
の
節

減
だ
け
で
な
く
、
循
環
型
社
会
に
向
け
て

の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。�

　
「
こ
の
土
を
使
う
こ
と
は
エ
コ
活
動
の

一
環
と
な
る
の
で
、
小
中
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
で
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
社

長
の
荻
田
さ
ん
は
、
エ
コ
な
土
が
地
域
に

広
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ 

政
策
課
☎
73
・
3
0
1
0

こ
え
つ
ち�

　
園
芸
用
土
（
花
の
土
・
た
い
肥
・
肥
料
）

の
製
造
お
よ
び
販
売
を
行
っ
て
い
る
有
限

会
社
共
栄
グ
リ
ー
ン
。
同
社
は
障
害
者
へ

の
働
く
場
の
提
供
に
も
力
を
入
れ
、
約
20

年
前
か
ら
丸
山
作
業
所
と
協
力
し
て
知
的

障
害
者
の
雇
用
も
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

大
手
企
業
の
薄
利
多
売
の
影
響
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
、
園
芸
用
土
の
業
界
も
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。�

（
ス
テ
レ
オ
写
真
）か
ら
視
差
を
利
用
し
て

対
象
物
の
三
次
元
の
形
を
計
測
す
る
技
術

の
こ
と
で
す
。�

　
一
般
的
な
測
量
と
い
え
ば
、
G
P
S
な

ど
高
額
な
測
量
専
用
機
材
と
熟
練
技
術
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
こ
の
写
真
測
量
が
普

及
す
れ
ば
、
熟
練
者
で
な
く
て
も
離
れ
た

場
所
か
ら
安
価
な
機
材
で
、
迅
速
か
つ
安

全
な
測
量
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
災
害
復
旧
な
ど
に
は
大
変

役
に
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
研
究
開
発
で
は
、
迅
速
な
作
業

と
従
来
の
測
量
と
同
等
以
上
の
精
度
を
実

現
す
る
た
め
の
機
材
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

開
発
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
研
究
開
発
責
任
者
の
神
原
副
社
長
は

「
限
ら
れ
た
公
共
予
算
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
新
た
な
技
術
へ
の
継
続
的

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
不
可
欠
で
す
。
今
回
の
技

術
が
確
立
す
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
、
安

価
で
高
品
質
な
測
量
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
新
技
術
へ
の

挑
戦
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
株
式
会
社
五
星
は
、
公
共
事
業
の
測
量
・

設
計
や
街
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
地
元
企
業
で
す
。�

　
同
社
で
は
、
現
在
、
市
販
の
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
高
性
能
化
に
着
目
し
て
、
人
間

の
目
の
原
理（
立
体
視
）を
応
用
し
た
写
真

測
量
分
野
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
写
真
測
量
と
は
、
地
形
な
ど
の
対

象
物
を
2
カ
所
以
上
か
ら
撮
影
し
た
写
真

333

三

木

秀

樹

�

議
員�

��■問
　
6
月
議
会
の
非
正
規
職
員
に

対
す
る
基
本
的
な
当
局
の
回
答
を

基
に
、
市
臨
時
職
員
の
皆
さ
ん
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
対
象
者
の

49
％
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
多
く
の

不
満
・
改
善
の
声
」
で
質
問
す
る
。

正
職
員
と
全
く
同
じ
内
容
・
勤
務

形
態
に
対
し
、
あ
ま
り
に
も
低
賃

金
で
あ
り
、
勤
務
年
数
に
関
係
な

く
同
額
を
改
善
で
き
な
い
か
。
�

■答
　
他
市
や
民
間
状
況
を
勘
案
し

て
い
る
が
、
改
善
す
る
点
は
上
を

向
き
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。�

■問
　
子
ど
も
の
看
護
休
暇
の
拡
充
、

育
児
休
暇
の
制
度
化
は
切
実
だ
が
。
�

■答
　
今
後
、
慎
重
に
検
討
す
る
。
�

■問
　
46
％
の
人
が
残
業
し
て
も
手

当
が
付
か
な
い
と
全
職
場
か
ら
の

声
。
残
業
手
当
の
明
細
貼
付
も
求

め
て
い
る
、
早
急
に
改
善
を
。
�

■答
　
現
場
で
残
業
手
当
の
運
用
が

未
熟
な
面
も
あ
り
、
再
度
徹
底
す

る
。明
細
書
は
前
向
き
に
検
討
。�

■問
　
取
れ
な
い
休
憩
時
間
。
健
康
・

安
全
管
理
の
周
知
徹
底
を
。
�

■答
　
休
憩
問
題
は
検
討
課
題
。
管

理
等
は
正
規
と
同
様
に
対
応
す
る
。
�

��■問
　
本
年
度
、
「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ

た
。
対
象
年
齢
を
0
歳
か
ら
39
歳

に
お
き
、
成
長
に
沿
っ
て
継
続
し

た
支
援
が
で
き
る
総
合
的
推
進
と
、

そ
れ
に
取
り
組
む
社
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
が
強
く
示
さ
れ
て
い

る
。
市
の
努
力
義
務
と
し
て
、
支

援
計
画
策
定
に
よ
る
情
報
提
供
や

助
言
を
行
う
『
支
援
地
域
協
議
会
』

の
設
置
が
あ
る
。
地
域
内
の
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
機
関
お
よ
び

組
織
の
連
携
活
用
が
地
域
力
に
な

る
と
思
う
が
、
取
り
組
み
を
問
う
。
�

■答
　
本
市
で
は
、
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
が
あ
る
が
、
対
象
は

18
歳
ま
で
だ
。
そ
れ
以
降
39
歳
ま

で
は
対
応
が
さ
れ
て
い
な
い
。
県

の
「
子
ど
も
・
若
者
計
画
」
が
作

成
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
見
極
め
な

が
ら
支
援
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

一
方
、
現
在
、
市
内
で
は
発
達
障

害
者
（
児
）
支
援
の
た
め
の
『
発

達
障
害
等
支
援
連
携
会
議
』
が
動

き
始
め
た
。
今
後
、
個
々
の
活
動

の
連
携
を
図
り
、
行
政
全
体
で
進

め
る
社
会
を
目
指
し
た
い
。
�

�■問
　
国
は
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
子
育

て
支
援
政
策
を
制
度
・
財
源
・
給

付
な
ど
を
一
元
化
し
、
25
年
度
実

施
に
向
け
、
制
度
づ
く
り
に
入
っ

て
い
る
。
子
ど
も
に
か
か
る
制
度

そ
の
も
の
の
大
き
な
転
換
点
を
迎

え
る
。
本
市
は
、
今
後
の
幼
保
の

あ
り
方
を
2
つ
の
検
討
委
員
会
で

今
議
論
し
て
お
り
、
23
年
3
月
に

そ
の
方
向
性
が
出
さ
れ
る
。
統
廃

合
の
議
論
と
と
も
に
幼
保
一
元
化

を
方
向
性
の
選
択
肢
に
入
れ
、
議

論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。
�

■答
　
少
子
化
対
策
の
一
元
化
を
は

か
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
提
供

に
努
め
て
い
る
。
幼
保
一
体
化
は

国
の
制
度
の
細
部
が
今
後
決
定
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
動
向
な
ど
を
見

定
め
対
応
し
て
い
く
。
�

�■問
　
今
後
の
市
内
公
立
保
育
所
、

■問
　
要
介
護
度
4
〜
5
の
重
度
の

お
年
寄
り
を
在
宅
介
護
す
る
家
庭

に
月
額
5
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
手
当
増
額
の
意
見
も
聞
か
れ
、

月
額
１
万
円
へ
増
額
を
要
望
す
る
。
�

■答
　
見
直
し
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
。
�

瀧

本

文

子

�

議
員�
詫

間

政

司

�

議
員�

　
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
議
会
の
日
程
・
議
会
中

継
・
会
議
録
な
ど
多
く
の
情
報
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
�

　
本
会
議
情
報
と
し
て
は
、
審
議
情
報
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
定
例
会
・
臨
時
会
の
議
決
結
果
と
一
般
（
代

表
）
質
問
一
覧
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
�

　
ま
た
、
定
例
会
・
臨
時
会
の
会
議
録
も
公
開
し
て
お

り
、
三
豊
市
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
会
議
録
が
閲
覧
で
き
、
知
り
た
い
情
報
を
素
早

く
検
索
で
き
ま
す
。
「
く
わ
し
く
検
索
」
画
面
に
切
り

替
え
、
こ
と
ば
（
用
語
）・
発
言
者
・
開
催
日
な
ど
か

ら
検
索
す
る
と
、
会
議
録
の
絞
り
込
み
も
可
能
で
す
。
�

　
ど
う
ぞ
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　
本
会
議
は
年
4
回
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ

れ
ま
す
。
議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
う
の
も
こ

の
本
会
議
で
す
。
�

　
本
会
議
当
日
、
高
瀬
庁
舎
4
階
、
議
会
事
務
局
に
て
、
傍

聴
受
付
の
手
続
き
を
行
え
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
（
定
員
30

人
）
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

�　
＊
　
代
表
質
問
（
3
月
の
み
）・
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
�

　
　
生
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
�

　
　
市
内
各
支
所
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
�
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【
生
　
態
】�

　
成
獣
で
体
重
40�
kg
〜
100�
kg
く
ら
い
。�

　
発
情
期
は
12
月
〜
2
月
で
、
4
月
〜
6
月
に
平
均
4
〜

　
5
頭
出
産
し
ま
す
。�

【
食
べ
物
】�

　
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
木
の
実
や
ミ
ミ
ズ
、
昆
虫
、
果
物
、

　
野
菜
、
米
の
ほ
か
、
生
ご
み
な
ど
も
食
べ
ま
す
。�

【
能
　
力
】�

　
ジ
ャ
ン
プ
力
は
最
大
120�
cm（
垂
直
跳
び
）で
、
鼻
の
力
は

　
70�
kg
の
も
の
を
押
し
上
げ
ま
す
。�

��

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
集
落
の
過
疎
化
に
伴
い
、�

里
山
の
手
入
れ
や
田
畑
の
手
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
、
荒

れ
た
里
山
や
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
イ
ノ
シ
シ
は
雑
草
が
繁
茂
す
る
森
林
な
ど
に
生
息
し
、

山
林
に
生
え
て
い
る
植
物
の
地
下
茎
な
ど
を
食
べ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
里
山
が
荒
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
動
範

囲
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
食
味
が
良
く
簡
単
に
手
に
入

れ
ら
れ
る
農
作
物
を
求
め
て
人
家
近
辺
に
も
出
没
す
る
よ

う
に
な
り
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。�

　
も
と
も
と
多
産
で
、
繁
殖
力
が
旺
盛
な
動
物
で
す
が
、

餌
場
が
増
え
た
こ
と
で
栄
養
状
態
が
良
く
な
り
、
急
速
に

生
息
域
が
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。�・

田
畑
の
農
作
物
を
食

　
べ
た
り
、踏
み
荒
ら
す
。

　
果
樹
の
枝
を
折
る
。�

・
裏
山
や
崖
な
ど
を
掘
り
、

　
道
に
土
や
石
を
落
と
す
。�

�

【わな猟免許講習会と免許試験を開催します】�

1 

寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り�

　
　
①
餌
場
を
な
く
す
対
策�

　
　
・

　
　
・
誰
も
管
理
し
て
い
な
い
放
任
の
果
樹
は
伐
採
す
る
。�

　
　
・

　
　
・
稲
刈
り
後
の
二
番
穂
（
ひ
こ
ば
え
）
も
餌
と
な
る

　
　
　
の
で
早
め
に
耕
起
す
る
。�

　
　
・

　
　
・
廃
棄
果
実
や
ク
ズ
野
菜
を
田
畑
や
そ
の
周
辺
に
放

　
　
　
置
し
な
い
。�

　
　
②
隠
れ
場
所
を
な
く
す
る
対
策�

　
　
　
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
や
、
集
落
周
辺
の
山
際
の
草

　
　
　
刈
を
行
う
。�

2 

侵
入
防
止
柵
の
設
置�

　
　
①
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
習
性
を
利
用
し
て
、
効
果
的
に

　
　
　
侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。�

　
　
　
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
と
「
侵
入
防
止
効
果
が

　
　
　
高
く
な
る
」
「
設
置
経
費
が
軽
減
す
る
」
「
効
率

　
　
　
的
な
設
置
が
で
き
る
」
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。�

3 

狩
猟
・
捕
獲
の
実
施�

　
　
①
猟
友
会
員
に
依
頼
し
、
狩
猟
・
捕
獲
す
る
。�

　
　
②
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
。�

　
　
　
狩
猟
免
許
の
取
得
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、

　
　
　
自
ら
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
を
取
得
し
、
自
衛
捕

　
　
　
獲
を
行
う
。�

1 

イ
ノ
シ
シ
と
出
会
っ
た
時
は
、
ゆ
っ
く
り�

　
　
と
向
か
い
あ
っ
た
ま
ま
で
後
退
し
、
す
み
や
か
に
そ

　
　
の
場
か
ら
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。�

　
　
※
た
て
が
み
を
逆
立
て
、
シ
ュ
ー
、
カ
ッ
カ
ッ
カ
ッ
、

　
　
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
と
、
い
か
く
音
を
出
し
て
い 

 
 
 
 
 
 

　
　
る
時
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。�

2 

棒
を
ふ
り
上
げ
た
り
、
石
を
投
げ
た
り
す
る
な
ど
の

　
　
イ
ノ
シ
シ
を
刺
激
す
る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
し
な
い

　
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

3 

イ
ノ
シ
シ
の
子
（
う
り
坊
）
を
見
か
け
て
も
、
か
わ

　
　
い
い
か
ら
と
近
づ
い
た
り
、
追
い
か
け
た
り
し
な
い

　
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
近
く
に
親
イ
ノ
シ
シ
が
い
る

　
　
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

4 

絶
対
に
イ
ノ
シ
シ
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

　
農
業
振
興
課
　
☎
73
・
3
0
4
0
�

わな猟講習会�

日　　　　時　3月14日（月）～15日（火）�
　　　　　　　午前10時�

場　　　　所　サンメッセ香川  中会議室�

受　 講　 料　8，000円�

申し込み期間　2月15日（火）～28日（月）�

申 し 込 み　（社）香川県猟友会事務局�
　　　　　　　☎087ー831ー6920

わな猟免許試験�

日　　　　時　3月24日（木）午前9時�

場　　　　所　県庁　北館3階303会議室�

受　 験　 料　5,200円�
　　　　　　　　（他の種類の狩猟免許を持っている人は3,900円）�

申し込み期間　2月21日（月）～3月7日（月）消印有効�

申 し 込 み　県環境森林部みどり保全課　�
　　　　　　　☎087ー832ー3212

市内のイノシシ有害捕獲頭数

有害鳥獣捕獲は、わな猟免許がなければ「くくり罠」や「箱おり」を使用して捕獲することができません。�
この機会にわな猟免許を取得し、自衛捕獲を行いましょう。�



　三豊市交通安全母の会詫間町のメンバー
が、詫間支所前交差点で交通安全キャンペ
ーンを行いました。亀のようにゆとりを持
ってと「亀のマスコット」を配り、安全運
転を呼びかけました。�

ゆとりを持って安全運転を�

ホッカホカ焼きいもおいしいね�
　比地二幼稚園の園児が、社協や民生委員児童委員の
皆さんといっしょに、北郷自治会の前川幸男さんの田んぼ
で焼きいもをしました。たき火にあたることがほとんど
ない子どもたちですが、とてもいい体験ができた１日でした。�

中学生が幼稚園の先生を体験�
　事業所などの職場で仕事を体験したり、働く人たちと接
して働くことの大切さを学んだりする学習活動として中学
生の職場体験授業が行われ、この日は、高瀬中学校の生徒
が二ノ宮幼稚園で先生を体験しました。�

心ひとつに「七宝のかぜ」大合唱�
　三豊市の歌フェスタがマリンウェーブで行われ、保育所・幼
稚園児のダンスや小中学校の鼓笛・合奏・ダンス、また、マリン
ウェーブカルチャーで学んでいる人たちの吹奏楽演奏やダン
スが披露され、さまざまな歌のフェスタで盛り上がりました。�

全国高校サッカー選手権大会壮行会�
　第89回全国高校サッカー選手権大会出場の香川西高等
学校サッカー部の壮行式が同校体育館で行なわれました。
同校ＯＢの登里享平選手（川崎フロンターレ在籍）も応援に
駆けつけ、選手たちにエールを送りました。�

新春を祝い多彩な催し�みっちゃん・とよさん 高松空港でおもてなし�
　高松空港21周年記念イベントの一環として、香川高専
詫間キャンパスのお茶くみロボット「みっちゃん」「とよ
さん」に高松空港ビル（株）の期間限定社員の辞令が交付
されました。�

ようこそ三豊市へ�

井上 唯ワークショップ「大きな家を浮かべよう」� おもちをまあるく丸めましょ�
　粟島に滞在していた芸術家の一人、井上 唯さんのワー
クショップが行われました。参加した80人みんなでカラフ
ルな漁網を縫い合わせ、大きな家を作りました。いつもは
作れないような大きなものができ、みんな感激していました。�

粟島を作品に！3人の芸術家が成果発表�
　粟島で滞在していた3人の芸術家（画家の三浦高宏さん・
彫刻家の山田果林さん・染織家の井上 唯さん）の成果発表
会が12月26日まで行われました。約4カ月間滞在し島民と
のふれあいの中で芽生えた思いを作品にして披露しました。�

　辻幼稚園の園児たちが、民生委員児童委員、若松会など
地域の皆さんや保護者といっしょに「おもち」をつきまし
た。甘～いアンコが入っている最高のおもちが出来上がり！
みんなとっても大満足でした。 �

宗吉瓦はなぜ藤原京に選ばれたのか�

　アメリカ・ワウパカ市
から来たエミリーさんが
市長を表敬訪問しました。
エミリーさんは、現在高
校3年生。2年前にも訪れ
ており、そのとき三豊市
が大好きになって今回の
訪問につながりました。2
月10日まで滞在します。�

　朝日山森林公園で新春祭が開かれました。初日の出は見
ることができませんでしたが、日の出時刻にあわせた高瀬
子ども太鼓童響の初打ちとともに新春を祝う各種催しが
行われ、多くの人でにぎわいました。�

ど ん �

　平城遷都1300年祭記念事業の一環として講演会が三野
町社会福祉センターで行われ、奈良県文化協会連盟会長 
戸田守亮氏から「遷都の謎」と題して「三豊市宗吉瓦窯の
瓦はなぜ藤原京に選ばれたのか」などの解説がありました。�



若い力が競い合う� ロボット相撲全国大会で4度目の優勝�
　全日本ロボット相撲全国大会が東京国技館で開催され、
ラジコン部門で三豊工業高校が1位・2位・3位を独占し
ました。結果は次のとおりです。（敬称略）�
【優　勝】八代貴裕（1年・仁尾町）・西谷信誉（2年・豊中町）�
【準優勝】池田紘彰（3年・豊中町）・吉田勇也（1年・仁尾町）�
【3　位】石川聖卓（ＯＢ）・三谷勇人（2年・三野町）�

　豊中町老人クラブ社会部のメンバー約30人が、比地
大小学校前交差点で交通キャンペーンを行いました。　
「シートベルト着用徹底」などと書かれたのぼりを持っ
て交差点に立ち、安全運転を呼びかけました。�

豊中町老人クラブが交通キャンペーン� 　全国「小さな親切」作文コンクールで入賞した勝間小
学校4年の羽野みやびさんが市長を表敬訪問しました。�
小銭入れを拾って届けた時や届けたあとの心情、勇気を
出して落とし主である老夫婦に声をかけた時のことを作
文に書いています。�

小さな親切作文コンクール入賞おめでとう�

　第5回三豊市長杯中学校バスケットボール大会が豊中
町体育館で行われました。どのチームも練習の成果を発
揮し、全力で戦いました。結果は次のとおりです。�
【男子】優勝　豊中中学校　　準優勝　和光中学校�
【女子】優勝　豊中中学校　　準優勝　高瀬中学校�

広報� 2011年2月�2011年2月� 広報�

税　目� 期�

固定資産税�
軽自動車税�
市県民税�
固定資産税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
市県民税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
市県民税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
固定資産税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
市県民税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
固定資産税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
市県民税�
国民健康保険税�
介護保険料�
後期高齢者医療保険料�
�

第1期�
全期�
第1期�
第2期�
第1期�
〃�
〃�
第2期�
〃�
〃�
〃�
第3期�
〃�
〃�
第3期�
第4期�
〃�
〃�
第5期�
〃�
〃�
第3期�
第6期�
〃�
〃�
第4期�
第7期�
〃�
〃�
第4期�
第8期�
〃�
〃�
�

随時
�

�

納 期 限�

5月2日�
5月31日�
6月30日�

�

8月1日�
�
�
�

8月31日�
�
�
�

9月30日�
�
�

10月31日�
�
�
�

11月30日�
�
�

12月26日�
�
�
�

平成24年�
1月31日�

�
�

平成24年�
2月29日�

�
�

平成24年�
4月2日�

督促料100円�
徴収開始日�
5月23日�
6月21日�
7月21日�

�

8月22日�
�
�
�

9月21日�
�
�
�

10月21日�
�
�

11月21日�
�
�
�

12月21日�
�
�

平成24年�
1月23日�

�
�

平成24年�
2月21日�

�
�

平成24年�
3月21日�

�
�

平成24年�
4月23日�

平成21年度�
医療＋介護�

平成20年度�
医療＋介護�

126万円�

67万円�

34万円�

所得区分�

上位所得者�

一　般�

住民税非課税世帯�

168万円�

89万円�

45万円�

平
成
22
年
分
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
�

　
　
　
　
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に
�

要
介
護
4
ま
た
は
5
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
�

確
定
申
告
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
�

・
税
に
関
す
る
情
報�

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
障
害
者
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
で
も
、前
年
の
12
月
31
日
時
点
で
要
介
護
4
ま
た
は
5
に
認

定
さ
れ
て
い
る
人
は
、（
特
別
）障
害
者
控
除
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、確
定
申
告
の
際
に
三
豊
市
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、事
前
に
介
護
保

険
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

　
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、2
月
16
日（
水
）か

ら
3
月
15
日（
火
）ま
で
、ま
た
、個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、3
月
31
日（
木
）が
申
告
・
納
付
の

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
確
定
申
告
は
、e-
T
a
x
で
申
告
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、税
額
な
ど
が
自
動

計
算
さ
れ
、所
得
税
、消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な

ど
を
作
成
で
き
ま
す
の
で
、大
変
便
利
で
す
。�

・
e-

T
a
x
に
関
す
る
情
報  �

　
e-

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.e-tax.n

ta.g
o
.jp
/

▼
問
い
合
わ
せ
　
観
音
寺
税
務
署  

☎
25
・
2
1
9
1

▼
問
い
合
わ
せ
　

介
護
保
険
課
　
☎
73
・
3
0
1
7

問い合わせ　税務課　☎73ー3006▼
�

　皆さんに納めていただく税金が市の大切な財源となり、多く
の人が納期内に自主的に納付いただいています。納期限と督促
手数料の徴収日は下記のとおりです。定められた納期限までに
税金を納めていない場合、督促手数料（100円）や延滞金が必
要となりますのでご注意ください。�

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度�

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、保
険
料
が
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る

う
え
、納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。�

　
ま
た
、口
座
振
替
に
は
、当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落

と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
カ
月
前
納
・
1
年
前
納
も

あ
り
、大
変
お
得
で
す
。�

　
口
座
振
替
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、通
帳
、通
帳
届
出
印
、

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
を
お
持
ち
の
う
え
、2
月
末
日
ま
で

に
善
通
寺
年
金
事
務
所
ま
た
は
ご
希
望
の
金
融
機
関
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
善
通
寺
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
�

　
　
　
　
　
　
　
☎
0
8
7
7
（
6
2
）
1
6
6
0

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4
�

　
　
　
　
　
介
護
保
険
課
　
☎
73
・
3
0
1
7

　
平
成
22
年
中
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
所

得
控
除
さ
れ
ま
す
。�

※
平
成
22
年
分
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
お
手
元
に
な
い
人
は
、
次
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は�

　
　
　
口
座
振
替
が
お
ト
ク
で
す�

も
う
す
ぐ
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す�

申
請
に
必
要
な
も
の（
申
請
先
：
健
康
課
ま
た
は
各
支
所
）�

税
は
納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が
基
本
で
す
�

平成23年度納期限等�

　
同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
毎
年
8
月
1
日
か
ら
翌
年
7
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
に
『
医
療
』
と
『
介
護
』
の
両
方
に
自
己

負
担
が
あ
り
、
そ
の
自
己
負
担
の
合
算
額
が
介
護
合
算
算
定
基

準
額
（
下
表
）
を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
超
え
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
平
成
21
年
度
分
（
計

算
期
間
：
平
成
21
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
22
年
7
月
31
日
）

の
支
給
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
支
給
の
対
象
と
な
る
人
に
も
別
途
お
知
ら

せ
を
送
付
す
る
予
定
で
す
）�

※
平
成
20
年
度
分
（
計
算
期
間
：
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
21
年
7
月
31
日
）
の
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
平
成
23
年
7
月
31
日
を
過
ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

平成21年度�
医療＋介護�

平成20年度�
医療＋介護�

67万円�

56万円�

31万円�

19万円�

所得区分�

現役並み所得者�

一　般�

低所�
得者�

89万円�

75万円�

41万円�

25万円�

受
付
期
間�

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�

3
月
15
日
ま
で
の
平
日
午
前
8
時
30
分
〜�

午
後
5
時
15
分（
月
曜
の
み
午
後
7
時
ま
で
）�

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）1
1
7

・
後
期
高
齢
者
医
療
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証�

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証�

・
申
請
者
の
印
鑑�

・
振
り
込
み
口
座
の
分
か
る
も
の
（
被
保
険
者
本
人
以
外
の
口

座
へ
の
振
り
込
み
は
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
）�

介護合算算定基準額�



みんなの命輝くために� 民生委員児童委員委嘱状交付式�
　民生委員児童委員の一斉改選に伴う、民生委員児童委
員の委嘱状交付式と退任者への感謝状授与式が、高瀬町
農村環境改善センターで行われました。民生委員児童委
員152人、主任児童委員14人が委嘱されました。�
�

　香川県･（社）発明協会香川県支部主催の「第66回香川の発明くふ
う展」で入賞した三豊市少年少女発明クラブの部員の皆さんが市長
を表敬訪問しました。入賞した作品は、全日本学生児童発明くふう展
へ出展されました。入賞者・激励賞受賞者は、次のとおりです。（敬称略） �
【入賞者】　森　　郁弥（中1）　浅田　樹生（小6）�
　　　　　 中井　　一（中1）　筒井　唯那（小2）�
　　　　　 筒井　睦敬（小3）　筒井　皓脩（小5）�
【激励賞】　筒井　唯那（小2）　横田　智美（小3）�

三豊市少年少女発明クラブの作品が全国大会へ�

　もちつき大会が上高瀬小学校で行われ、5・6年生が学
校の実習田で大切に育てたもち米を使って、上小ふるさ
との会やＰＴＡの皆さんといっしょに“きね”と“うす”を
使い、全校生でもちつきをしました。�
�

みんなで育てた米でもちつき大会�

　三豊市青少年健全育成市民会議、三豊ライオンズクラブ
等の主催による講演会がマリンウェーブで開催され、家族
ふれあい・あいさつ運動優秀作品表彰、功労者表彰に引き
続き、ジャーナリスト 大谷昭宏氏による講演が行われました。�
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
�

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
�

ヒ
ブ(

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型)

ワ
ク
チ
ン
・
�

　
今
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
接
種
費
用
が
無
料
に
な
る

事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
で
す

の
で
、希
望
さ
れ
る
人
の
み
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
接
種
対
象
者
、接
種
回
数
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
内
容
を
ご

理
解
の
う
え
、こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。�

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
子
宮
頸
が
ん
は
、子
宮
の
入
口
付
近
に
で
き
る
“が
ん
”で
、近

年
20
〜
30
歳
代
の
人
に
増
え
て
い
ま
す
。�

　
原
因
は
、H
P
V（
ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）の
感
染
に

よ
り
起
こ
り
ま
す
。
H
P
V
に
感
染
す
る
と
1
0
0
0
人
に
1

〜
3
人
が
子
宮
頸
が
ん
に
な
り
ま
す
。�

　
子
宮
頸
が
ん
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
が
で
き
る
唯
一

の
“が
ん
”で
す
。
た
だ
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ
て

完
全
に
予
防
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、20
歳
か
ら
1

〜
2
年
に
1
度
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

　
ヒ
ブ
は
、小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
」
と
い
う
細
菌
の
略
称
で
す
。
ヒ
ブ
に
よ

る
小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
は
、か
か
る
と
約
5
％
が
死
亡
し
、約
25

％
に
後
遺
症
が
残
る
と
い
わ
れ
る
、非
常
に
経
過
の
悪
い
感
染

症
で
、年
間
約
6
0
0
人
が
こ
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
場
合
は
生
後
3
カ
月
か
ら
5
歳
に
な
る
ま
で
の
子
ど
も
に

最
も
多
い
の
で
要
注
意
で
す
。�

　
小
児
の
肺
炎
球
菌
は
、肺
炎
の
原
因
に
な
る
菌
で
、そ
れ
だ
け
で

な
く
細
菌
性
髄
膜
炎
や
菌
血
症
や
中
耳
炎
と
い
っ
た
病
気
も
引
き

起
こ
し
ま
す
。
菌
血
症
と
は
い
つ
も
は
子
ど
も
の
ノ
ド
や
鼻
の
奥

に
い
る
肺
炎
球
菌
が
、何
か
の
き
っ
か
け
で
血
液
の
な
か
に
入
り

込
み
、突
然
高
熱
が
で
る
病
気
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
進
む
と
細

菌
性
髄
膜
炎
に
な
り
ま
す
。
細
菌
性
髄
膜
炎
は
時
に
命
に
関
わ
っ

た
り
、難
聴
や
マ
ヒ
な
ど
の
後
遺
症
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。は

じ
め
は
カ
ゼ
と
区
別
し
づ
ら
く
、重
症
化
す
る
と
怖
い
病
気
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

・
対
象
者
に
は
健
康
課
か
ら
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
す

る
お
知
ら
せ
等
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。�

・
こ
の
予
防
接
種
は
必
ず
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、希
望
さ
れ
る
人
が
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
高
校
1
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子
で
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、3
月
31
日
ま
で
に
1
回
目
を
接
種
し
て
い
な
い
と

4
月
以
降
に
接
種
を
し
た
場
合
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
2
カ
月
間
と
い
う
非
常
に
短
い
期
間
に
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
が
始
ま
り
ま
す
�

3回�

2回�

1回�

3回�

2回�

2回�

1回�

1回（3回目から1年後 )�

1回（2回目から1年後 )

ワクチン� 接種開始時期� 初回接種� 追加接種� 接種回数�

ヒブワクチン�

小児用肺炎球�
菌ワクチン�

生後2カ月以上�
7カ月未満�

生後7カ月以上�
1歳未満�

1歳以上5歳未満�

生後2カ月以上�
7カ月未満�

生後7カ月以上�
１歳未満�

1歳以上2歳未満�

1回（3回目から60日以上の間�
隔・標準として12～15月齢）�

※接種開始年齢が1～2歳未満で�
　医師が認めれば追加接種可能�

1回（2回目から60日以上の間�
隔で12月齢後）�

2歳以上5歳未満�

4回�

3回�

1回�

4回�

3回�

2回�

1回�

接種回数（接種開始時期により回数が異なります）�

三
豊
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
中
学
校
1
年
生
か
ら
高
校
1
年
�

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子（
平
成
6
年
4
月
2
日
生
ま
れ
�

〜
平
成
10
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）�

3
回（
2
回
目
は
1
回
目
接
種
か
ら
1
ヵ
月
後
・
3
回
目
は
1
�

回
目
接
種
か
ら
6
ヵ
月
後
）�

2
月
1
日
以
降
の
接
種
に
対
し
て
接
種
費
用
を
全
額
助
成
�

（
1
月
31
日
以
前
の
接
種
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）�

�三
豊
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
生
後
2
カ
月
以
上
5
歳
未
満
の
�

乳
幼
児
�

2
月
1
日
以
降
の
接
種
に
対
し
て
接
種
費
用
を
全
額
助
成
�

（
1
月
31
日
以
前
の
接
種
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）�

※
市
が
発
行
し
た
予
診
票
を
使
用
し
な
い
場
合
は
助
成
の
対
象
�

と
な
り
ま
せ
ん
。
�

2
月
1
日（
火
）か
ら
子
育
て
支
援
課
で
発
行
し
ま
す
。
　
�

※
各
支
所
で
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
�

三
豊
・
観
音
寺
市
ま
た
は
県
内
の
指
定
医
療
機
関
�

対
象
児
に
は
、個
人
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

�

予
診
票
が
届
い
た
ら
、接
種
希
望
者
ま
た
は
家
族
の
人
が
、�

三
豊
・
観
音
寺
市
ま
た
は
県
内
の
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を
�

し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
�

健
康
課
か
ら
対
象
者
に
予
診
票
を
郵
送
で
送
付
し
ま
す
。
�

予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
健
康
課
で
再
発
行
し
ま
す
。
�

※
各
支
所
で
予
診
票
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
�

ま
ず
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を
し
、接
種
日
が
決
ま
れ
ば
子
育
�

て
支
援
課
に
来
所
す
る
か
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

接
種
履
歴
等
の
確
認
後
、予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。
�

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
�

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
�

※
期
限
内
に
3
回
接
種
す
る
た
め
に
も
1
回
目
は
9
月
ま
で
�

に
受
け
ま
し
ょ
う
。
3
回
接
種
で
き
な
い
で
接
種
期
限
を
過
ぎ
�

る
と
、残
り
の
接
種
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
�

※
市
が
発
行
し
た
予
診
票
を
使
用
し
な
い
場
合
は
助
成
の
対
象
�

と
な
り
ま
せ
ん
。
�
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介
護
の
悩
み
�

　
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
保
険
課
内
）
☎
73
・
3
0
1
7

　
冬
場
は
、ど
う
し
て
も
体
を
動
か
す
機
会
が
減
り
、内
臓
脂

肪
が
つ
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
蓄
え
ら
れ
た
脂
肪
を
落
と

す
に
は
、継
続
し
た
運
動
が
大
切
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、ま
ず
は

毎
日
の
生
活
に
プ
ラ
ス
1
0
0
0
歩（
約
10
分
）を
心
が
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

教
育
総
務
課
 

☎
62
・
1
1
1
0

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

正
し
い
歩
き
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
�

健
康�

情
報�

＊
平
成
23
年
度
が
ん
検
診
希
望
申
込
書
を
対
象
者
の
い
る
世

帯
に
お
送
り
し
ま
す
。�

2
月
25
日（
金
）ま
で
に
必
ず
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信

す
る
か
、健
康
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

＊
大
切
な
申
込
書
で
す
の
で
、ご
家
族
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。�

　
介
護
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
つ
き
も
の
で
す
。�

悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、気
持
ち
に
余
裕

が
持
て
な
く
な
り
、ス
ト
レ
ス
と
な
り
、介
護
者
自
身
の
体

調
が
崩
れ
た
り
、高
齢
者
へ
の
虐
待
に
も
繋
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。�

　
悩
み
は
人
に
話
せ
ば
楽
に
な
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

家
族
や
信
頼
で
き
る
友
人
等
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。�

（
介
護
を
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
）�

＊
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、高
齢
者
の
意
思
や

人
格
を
大
切
に
し
ま
す
。
子
ど
も
扱
い
せ
ず
、大
人
の

言
葉
で
会
話
し
ま
し
ょ
う
。�

＊
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
て
も
ら
い
、相
手
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。�

＊
ゆ
っ
く
り
時
間
を
と
っ
て
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。�

�

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

が
ん
検
診
の
ご
案
内�

　
子
ど
も
を
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
が
、治
療
費
が
高
額
な
た

め
治
療
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
夫
婦
に
対
し
て
、不
妊
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。�

三
豊
市
奨
学
金
貸
付
希
望
者
募
集�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業�

　
2
月
25
日（
金
）�

※
年
度
途
中
で
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、こ
の

　
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
奨
学
生
選
考
会
議
で
決
定�

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
進
学
の
た
め
他
の
市
町
村
に
住

所
を
移
す
人
を
含
む
）�

・
修
学
意
欲
が
あ
り
学
校
長
が
推
薦
す
る
人�

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人�

（
た
だ
し
市
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
）�

　
平
成
23
年
度
に
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
の
う
ち
、高

等
学
校
の
全
日
制
・
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
・
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
・
大
学（
大
学
院
を
除
く
）・
高
等
専
門
学

校
に
在
学
す
る
人�

　
正
規
の
修
学
期
間
が
満
ち
た
日
の
翌
年
4
月
か
ら
、10
年
以

内
に
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
払
い
に
よ
り
返
還
�

　
貸
付
期
間
は
、貸
し
付
け
を
受
け
る
月
数
を
通
算
し
て
、奨

学
生
の
在
籍
す
る
学
校
の
修
学
年
限
に
相
当
す
る
月
数
以

内
と
し
、無
利
子
と
す
る�

・
市
内
に
在
住
し
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
�

・
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
で
は
妊
娠
の
見
込
み
が
な

い
か
、
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
人
�

・
夫
お
よ
び
妻
の
前
年
度
所
得
（
1
月
か
ら
5
月
ま
で
の
申

請
に
つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）
の
合
計
額
が
7
3
0
万

円
未
満
の
人
�

※
毎
回
血
糖
・
尿
糖
・
体
脂
肪
の
測
定
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
教
室
の
開
催
時
間
10
分
前
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
�

★
都
合
に
よ
り
日
程
（
時
間
）
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
�

★
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
�

★
調
理
実
習
・
試
食
会
は
実
費
6
0
0
円
が
必
要
�

・
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、県
の
助
成
額
を
控

除
し
た
額
の
2
分
の
1
以
内
で
、一
年
度
あ
た
り
上
限
20
万
円
�

※
申
請
書
類
は
、子
育
て
支
援
課
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
�

詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

・
奨
学
金
貸
付
申
請
書�

・
奨
学
生
推
薦
調
書�

・
所
得
、
課
税
証
明
書
（
世
帯
全
員
の
も
の
）�

・
納
税
証
明
書
（
世
帯
全
員
の
も
の
）�

・
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
の
も
の
）�

・
入
学
許
可
書
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
発
行
さ
れ
し

　
だ
い
）�

※
奨
学
金
貸
付
申
請
書
・
推
薦
調
書
は
、
教
育
総
務
課
に
置

　
い
て
あ
り
ま
す
。�

・
高
等
学
校
等
　
　
　
　
　
　
　
月
額
　
1
0,
0
0
0
円
以
内
�

・
高
等
専
門
学
校
・
短
期
大
学
　
月
額
　
2
0,
0
0
0
円
以
内
�

・
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
　
2
5,
0
0
0
円
以
内
�

＊
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
は
、集
団
検
診
ま
た
は
医

療
機
関
検
診
の
ど
ち
ら
か
で
受
診
で
き
ま
す
。�

な
お
、平
成
22
年
度
未
受
診
者
が
対
象
で
す
。�

＊
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、特
定
健
診
（
6
〜
7
月
）
と

が
ん
検
診（
7
〜
11
月
頃
）の
実
施
時
期
が
別
に
な
り
ま
す
。�

＊
待
ち
時
間
を
軽
減
す
る
た
め
に
胃
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
を
時
間
予
約
で
ご
案
内
し
ま
す
。�

�

※
が
ん
検
診
を
希
望
し
な
い
人
や
国
保
人
間
ド
ッ
ク
検
診
を

希
望
す
る
人
は
、申
込
書
の
返
信
は
不
要
で
す
。�

国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人
は
、平
成
23
年
度
国
民

健
康
被
保
険
者
証
（
3
月
末
頃
発
送
予
定
）
と
同
封
す
る

「
国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
診
申
込
書
」
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
け
が
を
防
ぎ
、疲
れ
を
翌
日
に
持
ち
越
さ
な
い
た
め
に
も

前
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

背筋を伸ばして
胸を張る�
目線はいつも景
色を楽しめるよ
うに前を向く�

膝は伸ばす�
かかとから着地し、体重を
親指の付け根へ移動させ
つま先で大地をキック�

肩の力を抜き�
腕は前後に振る�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
☎
52
・
2
7
2
6

▼
�

〇
健
康
講
座
�

　
「
寝
た
き
り
原
因
第
１
位
、脳
卒
中
を
予
防
す
る
」
�

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
�

2
月
4
日（
金
）午
後
2
時
〜
3
時
30
分
�

日
　
時
�

〇
試
食
会（
定
員
20
人
）�

　
「
野
菜
を
お
い
し
く
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
血
糖
安
定
」
�

夜
間
糖
尿
病
教
室
�

2
月
3
日（
木
）午
後
6
時
〜
7
時
30
分
�

日
　
時
�

〇
調
理
実
習
�

　
「
蛋
白
質
を
お
さ
え
て
も
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
」
�

　
「
減
塩
で
も
工
夫
し
だ
い
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
」
�

2
月
17
日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜
正
午
�

日
　
時
�

2
月
10
日（
木
）�

申
し
込
み
期
限
�

腎
臓
病
教
室
�

〇
調
理
実
習（
定
員
20
人
）�

　
「
お
魚
メ
ニ
ュ
ー
で
血
液
さ
ら
さ
ら
に
」
�

2
月
25
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午
�

日
　
時
�

・つま先に余裕があり足の�
　動きによって靴底が曲がる�
・かかと部分にクッション性�
　と安定性がある�
・すべりにくい靴底�

靴�
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県
で
は
、県
民
参
加
の
開
か
れ
た
県
政
を
推
進
す
る
た
め
、

知
事
が
県
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
意
見
交
換
を
行
う
「
知
事
意

見
交
換
会
」
を
1
月
中
旬
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て
、全
市
町

で
計
18
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、現
在
県
が
策
定
中

の
次
期
総
合
計
画
の
基
本
目
標
等
で
す
。
�

　
三
豊
市
会
場
で
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、希
望
者
は

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
、三
豊
市
会
場
以
外
で
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、詳

細
は
、県
広
報
誌
・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

�

　
15
人
�

▼
問
い
合
わ
せ
　

県
総
務
部
広
聴
広
報
課
☎
0
8
7（
8
3
2
）3
0
2
2

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
0

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
　
☎
73
・
3
0
0
5

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

（
支
援
制
度
に
つ
い
て
）
�

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
 
☎
0
5
7
0-

0
2
3
7
2
4
�

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
に
つ
い
て
）
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 
　
　
☎
0
5
7
0-

0
7
7
0
7
7
�

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
支
援
に
つ
い
て
）
�

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
　
☎
0
5
7
0-

0
3
3
8
4
0

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
☎
73
・
3
0
0
0

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
　
☎
73
・
3
0
0
8

　
1
月
1
日
付
け
で
、次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）�

　
渡
里
　
典
子
（
詫
間
町
・
再
任
）�

　
近
藤
　
貞
則
（
山
本
町
・
新
任
）�

　
石
井
　
昭
夫
（
高
瀬
町
・
新
任
）�

　
秋
山
　
茂
利
（
豊
中
町
・
新
任
）�

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た�

　
支
援
の
対
象
を
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」

に
加
え
て
「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
に
拡
大
し
ま
す
。
�

　
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な
い
「
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
が
対
象
で
、支
援
を
受

け
る
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
が
必
要
で
す
。�

　
支
援
と
し
て
、簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
1
台
）
を
無
償
で
給

付
（
配
送
）
し
、チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方
法
や
操
作
方
法
を
電

話
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
・
ア
ン
テ

ナ
改
修
等
は
行
い
ま
せ
ん
）�

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
し
て

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
等
で
同
セ

ン
タ
ー
か
ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
は
「
世
帯

全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
」
と
「
世
帯
全
員
分
の

市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の�

　
　
　
　
　
　
　
低
所
得
者
支
援
の
拡
大�

「
県
政
に
つ
い
て
話
そ
う
」�

　
　
　
　
知
事
意
見
交
換
会 

参
加
者
募
集�

　
県
内
在
住
の
人
�

　
2
月
19
日（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）�

三
豊
市
会
場（
3
月
1
日
）と
明
記
の
う
え
、住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
し
て
、は
が
き
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。
�

　
〒
7
6
0-

8
5
7
0
　
高
松
市
番
町
4
丁
目
1-

10
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　香
川
県
総
務
部
広
聴
広
報
課
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
 
　
　
　
0
8
7（
8
6
2
）3
0
0
0
�

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 k

o
c
h
o
@
p
re
f.k
a
g
a
w
a
.lg
.jp

�

3
月
1
日（
火
）午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
�

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
�

募
集
人
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
、結

果
に
つ
い
て
は
、応
募
者
に
対
し
別
途
通
知
し
ま
す
。
�

　
住
基
カ
ー
ド
を
3
月
31
日
ま
で
無
料
交
付
し
て
い
ま
す
。�

※
4
月
1
日
以
降
は
交
付
手
数
料
5
0
0
円
が
必
要
で
す
。�

　
住
基
カ
ー
ド
は
、写
真
付
き
と
写
真
無
し
の
二
種
類
あ
り
ま

す
が
、写
真
付
き
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
次
の

よ
う
な
時
に
利
用
で
き
ま
す
。�

◇
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
請
求�

◇
銀
行
口
座
の
新
規
開
設�

◇
特
に
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
後
の
身
分
証
明
書
　
　

◇
携
帯
電
話
な
ど
の
契
約�

　
農
業
委
員
会
等
を
経
由
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
は
、農
業
委
員
会
で
審

査
・
判
断
を
行
い
、選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
を
調
製

し
ま
す
。
そ
こ
で
正
確
を
期
す
た
め
、平
成
23
年
度
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、耕
作
面
積
等
に
誤
り
が
な
い
か
等
の
確
認
を
さ
れ

る
人
は
、縦
覧
期
間
内
に
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
や
リ
コ
ー
ル
請

求
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、登
録
さ
れ
て
い
る
か
等
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。�

今
な
ら
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
交
付�

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧�

自
治
会
集
会
所
の
建
設
事
業
費
補
助
金
制
度�

　
2
月
23
日（
水
）〜
3
月
9
日（
水
）（
15
日
間
）�

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

　
三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
市
役
所
2
階
　

総
務
課
内
）�

　
申
請
受
付
・
交
付�

市
民
課
（
各
支
所
で
は
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
日

支
所
窓
口
で
の
受
け
取
り
に
な
り
ま
す
）�

　
申
請
に
必
要
な
も
の�

◇
申
請
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）�

◇
顔
写
真
1
枚
（
縦
4.
5
cm
×
横
3.
5
cm
　
無
帽
・
無
背

景
・
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）�

※
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
場
合
の
み�

◇
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
原
則
2
点
以
上
必
要
）�

①
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）�

運
転
免
許
証
の
み
の
場
合
は
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要�

②
各
種
資
格
の
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
各

種
年
金
証
書
な
ど
市
長
が
適
当
と
認
め
る
書
類�

※
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
や
代
理
人
申
請
の
場
合
は
即
日

交
付
で
き
ま
せ
ん
。
自
宅
へ
照
会

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
回
答
の

上
市
民
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
受
付
時
間
　
　�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時�

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
休
日
を

除
く
）�

�

▼
�問
い
合
わ
せ
�

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
�

☎
62
・
1
1
1
5

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
ゅ
う
�

　
今
月
は
、「
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�

　
自
治
会
集
会
所
の
建
築
（
新
築
・
増
築
・
改
修
お
よ
び
既

存
建
物
の
購
入
）
に
対
し
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
�

　
補
助
率
�

補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
�

　
補
助
金
限
度
額
�

新
築
（
最
高
5
0
0
万
円
ま
で
）
�

増
築
（
最
高
1
0
0
万
円
ま
で
）
�

改
修
（
最
高
1
0
0
万
円
ま
で
）
�

既
存
建
物
の
購
入
（
最
高
5
0
0
万
円
ま
で
）
�

※
補
助
対
象
経
費
が
1
0
0
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
対
象
外

で
す
。
�

ま
た
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
も
あ
り
ま
す
。
�

�

▼
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会
�
No.17

　
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
で
は
、先
日
男
女
共
同
参
画

の
意
識
向
上
を
は
か
る
た
め
、市
内
の
企
業
を
訪
問
し

ま
し
た
。�

　
実
際
に
職
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、女
性
が
活

躍
し
て
い
る
姿
を
見
た
り
、代
表
者
の
話
を
聞
い
た
り

す
る
こ
と
で
、各
企
業
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
訪
問
先
で
は
、管
理
職
で
あ
る
女
性
か
ら
、自
分
の
今

ま
で
の
生
き
方
を
は
じ
め
、実
行
方
針
や
会
社
と
し
て
の

取
り
組
み
、ま
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族

や
職
場
の
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、自
分
の
趣
味
を
大

事
に
す
る
こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
　�

　
ま
た
、女
性
が
生
き
生

き
と
働
く
た
め
に
は
、次

の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

結
ば
れ
ま
し
た
。�

・
責
任
あ
る
仕
事
を
任
せ
る�

・
そ
れ
を
行
う
た
め
の
教

育
の
場
を
提
供�

・
支
援
す
る
環
境
の
整
備�

　
皆
さ
ん
の
会
社
は
い
か

が
で
す
か
？�

　
4
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
被
補
導
者
数
は
、4
2
5
人

で
す
。
そ
の
う
ち
、道
路
交
通
法
違
反（
自
転
車
二
人
乗
り
・

並
進
・
信
号
無
視
・
無
灯
火
・
走
行
中
携
帯
）で
補
導
さ
れ
た

人
は
2
1
9
人
で
、全
体
の
52
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
�

　
従
来
、自
転
車
は
「
道
路
交
通
法
」
に
お
い
て
車
両
と
し

て
扱
わ
れ
、違
反
行
為
と
し
て
�

○
右
側
通
行
　
 
　
○
信
号
無
視
　
　
�

○
並
進
 
 
 
 
　
○
一
時
不
停
止
�

〇
二
人
乗
り
　
 
　
○
右
左
折
方
法
違
反
�

〇
片
手
運
転(

傘
差
し
・
携
帯
電
話
等)

�

〇
無
灯
火
　
 
 
 
○
飲
酒
運
転
　
�

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、「
香
川
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
」（
平
成
21

年
9
月
1
日
施
行
）で
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
�

●
傘
差
し
運
転
の
禁
止（
5
万
円
以
下
の
罰
金
）�

●
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
の
禁
止
（
5
万
円

以
下
の
罰
金
）�

●
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
の
禁
止（
5
万
円

以
下
の
罰
金
）�

　
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
、尊
い
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
今
後
、学
校
教
育
に
お
い
て
指
導
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、大
人
自
身
が
模
範
を
示
し
、地
域
ぐ
る
み
で
自
転
車

の
「
道
路
交
通
法
」
違
反
を
な
く
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
�

　
そ
れ
は
、被
補
導
者

の
減
少
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
�

�
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材料（5人分）�

作り方�

たからだおこわ�

　市民の皆さんが考えた今が旬の三豊産

の野菜や果物などを使った料理のレシピを

紹介しています。�

▲�5年球�

パプリカ�

▲�海印寺�
（ヘインサ）�
八万大蔵経�

問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎ 56ー5121（火曜休館）　http ://www.m itoyo.org/

▲
�

問い合わせ　農業振興課　☎73－3040

問い合わせ　学校給食課　☎62－1114

もち米・・・・�
うるち米・・・�
ワラビ・・・・�
フキ・・・・・�
シイタケ・・・�
タケノコ・・・�
ニンジン・・・�
かしわ・・・・�
ゴボウ・・・・�
くり・・・・・�
ぎんなん・・・�
酒・・・・・・�
しょう油・・・�
砂糖・・・・・�
塩・・・・・・�
だし汁・・・・�

4カップ�
1カップ�
150ｇ�
4本�
5枚�
150ｇ�
小1本�
200ｇ�
1/2本�
5個�
10個�
大さじ2�
大さじ2�
小さじ1�
小さじ2�
1/2カップ�
�

財田町にコンニャク芋発見？！�

日　　時� 4月2日（土）～5日（火）�
【大会は4月3日（日）】�

コ ー ス �5km、10km、ハーフ、フル�
（韓国陸上連盟公認コース）�

日　　程� 三豊市→陜川郡→マラソン大会参加、歓迎�
交流会参加→韓国国内見学→三豊市�

募集定員� 約30人�

費　　用�自己負担�

申し込み期限� 2月28日(月)

参加資格� 18歳以上の健康な人�

コースの特徴� 全コース傾斜が少なく、両側桜並木の中を�
気持ちよく走れる�

もち米は洗って１晩水につけ、ざるにあげて水気を切る。�
ワラビは3ｃｍの長さ、フキは斜め薄切り、シイタケはいち
ょう切り、ニンジンは半月切り、ゴボウはささがきにする。�
鍋に油を入れ、かしわ、ゴボウを炒め、さらに山菜を入
れて分量の調味料で調味する。�
③の煮汁を切る。（煮汁はとっておく）�
蒸し器に、洗っておいたうるち米と①のもち米、④で煮汁
を切った具をまぜ合わせたものを入れて蒸す。�
あらまし蒸せたところへ④の煮汁を3回に分けて打水
し最後の打水の時に切り返しをする。�
切り返したあとさらに5分ほど蒸し上げる�

《蒸し方》�
20分蒸す→(打水）→5分蒸す→（打水）
→5分蒸す→（打水をして切り返す）→
5分蒸して出来上がり�

①�
②�
　�
③�
　�
④�
⑤�
　�
⑥�
　�
⑦�

　昨年の夏、財田町の産直市「三ノ瀬」の畑に、珍しい作物
が育っていました。お店の人に伺うと、群馬県から種球を取り
寄せ、毎年栽培しているコンニャク芋とわかりました。そこで、
地元の子どもたちに、ぜひコンニャク作りを体験させたいと
提案したところ、全面的に協力してくれることになりました。�
　コンニャク作りプロ級の腕をもつ生産者、谷川玲子さん、
元木晶子さん、竹林栄子さんの指導のもと、和光中学校1年
生が挑戦しました。�
　種球・1年球・3年球・5年球の実物を目の前にした生徒は、
初めて見るコンニャク芋に驚いていました。芋をゆでて、ミキ
サーにかけるところまでは生産者の人が行い、石灰を入れて
混ぜるところからは、生徒たちも参加して一緒に作りました。�
　手がかゆくなる生徒もいましたが、石灰を入れると、「スライ

ムみたいやで」とか「こんなので本当にコンニャクができるの」
と話しながら、自分の持ち帰り用を丁寧に成形し湯がきました。�
　出来上がりが近づくにつれて大きく膨らみ「これ、おれが
作ったやつ」「こんなに大きくなったよ」「本当にコンニャク
になったよ」と感動していました。　　�
　子どもたちも、作り方を具体的に体験することで、栽培の
苦労やものづくりについて一段と深く理解ができました。�

財田町生活研究�
グループのおすすめ�

講演会�

　四国新道の開通や瀬戸大橋の構想の提言など、
郷土の発展と人々の幸せを願って活躍した偉人、
大久保　之丞について学ぼう。�

　申し込み・問い合わせ　三豊市観光協会　☎56ー9121

　縁結びで有名な出雲大社の讃岐分院、岡本焼の窯元「や
とうや」で作品ギャラリーを見学。一夜にして作ったと言
われる琴弾公園内の巨大銭形砂絵を展望台から、そし
て間近で見てその大きさを実感していただきます。�

集合場所�ＪＲ比地大駅　午前9時40分集合�

開 催 日 �3月5日（土）�

参 加 料 �500円（保険料他）�

申し込み期限�3月2日（水）�

コ ー ス �約12ｋｍ（約6時間）�

ＪＲ比地大駅 → 出雲大社讃岐分院 → やとうや（岡本焼）�
 → 桑山公民館 → かなくま餅 → 琴弾公園 → 展望台 →�
 銭形砂絵・道の駅 → 観音寺駅（16:00頃）�

　問い合わせ　三豊市観光協会　☎56ー9121

日　時�2月12日（土）午前10時30分�

講　師�大久保　之丞研究家�
伊藤　悟 氏�

定　員�80人（先着順）�

場　所�香川用水記念公園映像室（講習室）�

　韓国南部の内陸に位置し、春には美しい
ツツジが咲き、夏には水中マラソンが楽しめ
る面積983ｋ㎡、人口約5万人の美しい田園
都市です。ユネスコ指定世界文化遺産・世
界記録遺産として登録されている海印寺が
あり、お釈迦様の教えである仏経やそれを
印刷するための木版が81,350枚も保管さ
れています。今年は、この大蔵経が高麗時

代から作られて1千年
を迎えることを記念して世界文化祝典を予定しています。�

陜川郡は�
はぷちょんぐん�

イチゴ、パプリカ、タマネギ、シイタケ、梨、
韓牛“陜川黄土韓牛”、陶器など�特産品�

★�陜川郡�

大韓民国�
　 友好都市�

「三豊走友会」の人たちが、さくらマラソンを通して民間交
流を行います。皆さんもいっしょにスポーツを通して国際
交流を深めませんか。�

へ い ん さ �
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　　　　2月27日（日） 
　　　　午前9時～午後5時（受付は午後4時まで） 

　 
　○観覧料・粘土作品づくりが無料になります。
　　観覧時は展示説明をします。 
　○粘土作品づくり（ミニ瓦・ミニ鬼瓦・土笛など） 
　　粘土500ｇ、1人作品1点まで、製作指導、
　　焼き上げ無料（約１カ月後）。 

　※焼き上げ後の配送を 
　希望される場合は有料 
　です。 

    ■

日
　
時
 

　
2
月
22
日
（
火
）
 

　
午
後
1
時
〜
3
時
 

■

場
　
所
 

　
山
本
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

■

相
　
談
 

　
1
人
30
分
 

　
4
人
ま
で
（
要
予
約
）
 

■

申
し
込
み
期
間
 

　
2
月
8
日
（
火
）
〜
14
日
（
月
）
 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
福
祉
課
　
 

　
☎
73
・
3
0
1
5
 

   ■

日
　
時
 

　
2
月
23
日
（
水
）
 

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

■

場
　
所
 

　
豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー
 

■

相
談
内
容
 

　
就
職
支
援
相
談
 

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
 

■

対
　
象
 

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人

　
ま
た
は
そ
の
家
族
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
商
工
観
光
課
 

　
☎
73
・
3
0
4
2
 

   ■

日
　
時
 

　
3
月
8
日
（
火
）
 

　
午
後
1
時
〜
3
時
 

■

場
　
所
 

　
豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー
 

■

内
　
容
 

　
『
人
生
は
い
つ
で
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

　
　
ン
に
つ
け
る
』
 

■

助
言
者
 

　
臨
床
心
理
士
　
浅
田
　
み
ち
る
　
氏
 

■

対
　
象
 

　
子
ど
も
の
就
職
等
で
お
困
り
の
保
護
者
 

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
商
工
観
光
課
　
☎
73
・
3
0
4
2
 

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

　
☎
0
8
7
7
（
5
8
）
1
0
8
0
 

   ■

日
　
時
 

　
毎
月
第
4
金
曜
日
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■

場
　
所
 

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■

対
　
象
 

　
義
務
教
育
修
了
後
の
「
社
会
的
ひ
き

　
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ
る
青
年
期

　
（
概
ね
30
歳
ま
で
）
の
子
を
持
つ
親
 

※
事
前
予
約
が
必
要
 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
☎
0
8
7
（
8
0
4
）
5
5
6
6
 

  ■

日
　
時
 

　
2
月
17
日
（
木
）
 

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■

場
　
所
 

　
三
豊
合
同
庁
舎
 

■

対
　
象
 

　
卒
業
見
込
み
の
看
護
学
生
、
就
職
先

　
を
探
し
て
い
る
看
護
職
の
人
な
ど
 

■

内
　
容
 

　
香
川
県
看
護
協
会
職
員
に
よ
る
就
業

　
相
談
お
よ
び
無
料
職
業
あ
っ
せ
ん
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

　
☎
0
8
7
（
8
6
4
）
9
0
7
5
 

 

    ■

日
　
時
 

　
2
月
19
日
（
土
）
 

　
午
後
2
時
〜
 

■

場
　
所
 

　
仁
尾
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■

内
　
容
 

　
『
人
権
文
化
を
考
え
る
 

　
　
〜
桃
太
郎
と
三
番
叟
〜
』
 

　
阿
波
木
偶
「
三
番
叟
ま
わ
し
」
等
の

　
人
形
芝
居
の
上
演
も
行
い
ま
す
。
 

■

講
　
師
 

　
　
本
　
一
英
　
氏
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
人
権
課
 

　
☎
73
・
3
0
0
8
 

      ■

日
　
時
 

　
2
月
26
日
（
土
）
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■

場
　
所
 

　
イ
ン
パ
ル
み
の
 

■

講
　
師
 

　
桂
　
こ
け
枝
　
氏
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
三
野
町
公
民
館
 

　
☎
73
・
3
1
1
4
 

  ■

日
　
時
 

　
2
月
13
日
（
日
）
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■

場
　
所
 

　
三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■

内
　
容
 

　
『
地
域
力
を
高
め
る
た
め
に
今
で
き

　
　
る
こ
と
』
 

■

講
　
師
 

　
北
淡
震
災
記
念
公
園
 

　
副
館
長
　
米
山
　
正
幸
　
氏
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
三
豊
市
社
会
福
祉
協
議
会
三
野
支
所
 

　
☎
72
・
2
8
0
0
 

   ■

日
　
時
 

　
2
月
27
日
（
日
）
 

　
午
後
2
時
〜
4
時
 

■

場
　
所
 

　
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
 

■

内
　
容
 

　
・
基
調
講
演
 

　
　
「
市
民
と
行
政
と
の
か
け
橋
」
 

　
　
香
川
大
学
法
学
部
教
授
　

三
野
　
靖
　

氏
 

　
・
落
　
語
 

　
　
「
代
書
屋
」
　
桂
　
こ
け
枝
　
氏
 

　
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

　
　
「
行
政
書
士
に
聞
い
て
み
よ
う
」
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
香
川
県
行
政
書
士
会
 

　
☎
0
8
7
（
8
6
6
）
1
1
2
1
 

  　
日
本
高
校
野
球
連
盟
審
判
規
則
委
員

会
委
員
長
の
木
嶋
氏
に
よ
る
野
球
を
通

し
た
青
少
年
健
全
育
成
講
演
と
、
審
判

に
関
す
る
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。
 

■

日
　
時
 

　
2
月
11
日
（
金
・
祝
）
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

■

場
　
所
 

　
観
音
寺
市
民
会
館
　
中
ホ
ー
ル
 

■

対
　
象
 

　
中
・
高
校
球
児
、
中
・
高
校
野
球
に

　
関
わ
る
指
導
者
な
ど
 

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

　
☎
25
・
1
7
5
2
 

   　
耐
震
改
修
の
専
門
家
が
、
住
ま
い
の

耐
震
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。
 

■

日
　
時
 

　
2
月
8
日
（
火
）
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

■

場
　
所
 

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
 

■

定
　
員
 

　
1
2
0
人
（
先
着
順
）
 

※
防
災
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
県
土
木
部
住
宅
課
 

　
☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
5
8
4

2
月 
の 

お
知
ら
せ
 

登
録
は
こ
ち
ら
▼
 

相
　
談
 

講
座
・
教
室
 

日 時 

内 容 

☆納期限内に納めましょう。 
☆市税等の納付は便利な口座振替をご利用ください。 

2月28日（月） 口座振替日および納期限 

固 　 定 　 資 　 産 　 税（第4期分） 
国民健康保険税普通徴収（第8期分） 
介 護 保 険 料 普 通 徴 収（　〃　） 
後期高齢者医療保険料普通徴収（　〃　）の納付月です。 

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼
 

2月は 

問い合わせ　宗吉かわらの里展示館　☎56－2301▼
 

さ
ん
ば
そ
う
 

あ
　
わ
　
で
　
こ
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   ■

受
講
資
格
 

　
4
月
1
日
現
在
で
満
60
歳
以
上
の
人
 

■

定
　
員
 

　
1
9
0
人
 

■

開
講
期
間
 

　
4
月
〜
平
成
25
年
3
月
（
2
年
制
）
 

　
年
間
26
日
間
 

　
（
1
時
限
90
分
・
1
日
2
時
限
）
 

■

受
講
場
所
 

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
 

■

受
講
料
 

　
1
年
に
つ
き
2
5
’0
0
0
円（
予
定
） 

■

申
し
込
み
期
限
 

　
2
月
28
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効
 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
（
財
）
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
 

　
☎
0
8
7
（
8
6
3
）
0
2
2
2
 

  　
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
2
0
0
コ

ー
ス
以
上
あ
り
ま
す
。
 

■

受
講
期
間
 

　
3
カ
月
〜
1
年
 

　
（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
 

■

申
し
込
み
方
法
 

　
左
記
に
案
内
書
を
請
求
し
て
、講
座
を

　
選
ん
で
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
N
H
K
学
園
 

　
☎
0
4
2
（
5
7
2
）
3
1
5
1
 

　h
ttp
://w

w
w
.n
-g
aku
.jp
/life/

 

    　
電
話
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
に
電

話
が
か
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
 

■

三
野
庁
舎
・
三
野
町
図
書
館
 

　
2
月
5
日
（
土
）
〜
6
日
（
日
）
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
管
財
課
 

　
☎
73
・
3
0
0
3
 

  ■

日
　
時
 

　
2
月
19
日
（
土
）
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
 

■

場
　
所
 

　
仁
尾
町
文
化
会
館 

■

内
　
容
 

　
高
瀬
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
「
げ
ん
き
の
き
」
に
よ
る
大
人
の
た

　
め
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
話
ソ

　
ン
グ
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
等
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
仁
尾
町
図
書
館
 

　
☎
56
・
9
5
6
5
 

    　
オ
リ
オ
ン
座
の
三
ツ
星
の
南
に
見
え

る
オ
リ
オ
ン
座
星
雲
は
、
鳥
が
羽
を
広

げ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

銀
河
と
、
星
雲
の
違
い
と
は
？
 

■

日
　
時
 

　
2
月
6
日
（
日
）
 

　
午
後
7
時
〜
9
時
 

■

場
　
所
 

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

※
研
修
室
で
学
習
の
後
、
ふ
れ
あ
い
公

　
園
多
目
的
広
場
へ
移
動
し
観
察 

■

対
　
象
 

　
ど
な
た
で
も
 

　
（
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）
 

※
雨
天
曇
天
時
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
ー
で
ビ
デ
オ
学
習
を
し
ま
す
。
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
山
本
町
公
民
館 

　
☎
63
・
1
0
4
1
 

       ■

日
　
時 

　
3
月
5
日
（
土
）
 

　
受
　
付
　
午
前
8
時
〜
9
時
 

　
出
発
式
　
午
前
9
時
 

　
雨
天
決
行
（
警
報
発
令
時
は
中
止
）
 

■

場
　
所
 

　
三
豊
市
役
所
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
） 

■

コ
ー
ス
 

　
市
内
の
3
コ
ー
ス
（
20 
km
、10 
km
、5
km
） 

■

参
加
資
格
 

　
健
康
で
歩
け
る
人 

　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

■

参
加
料
 

　
3
0
0
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
 

※
傷
害
保
険
料
含
む
 

※
当
日
受
付
時
集
金
 

■

準
備
物
 

　
弁
当
・
飲
料
水
・
雨
具
等
 

※
事
前
申
し
込
み
不
要
 

※
当
日
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
の

　
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
（
荒
天
時
中
止
）
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
香
川
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
 

　
☎
0
8
7
（
8
1
3
）
2
8
3
3
 

   　
2
月
14
日
（
月
）
か
ら
新
し
い
登

記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
左
記
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
簡
単
な
登
録
を
行
う
だ
け
で

利
用
で
き
ま
す
。
 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
記
事
項
証
明
書
を

請
求
す
る
と
、
手
数
料
が
1
通
に
つ
き

3
0
0
円
安
く
（
1
’
0
0
0
円
↓

7
0
0
円
）
な
り
ま
す
。
 

※
証
明
書
は
郵
送
さ
れ
ま
す
。
 

※
手
数
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

　
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
電

　
子
納
付
対
応
の
A
T
M
で
納
付
し
て

　
く
だ
さ
い
。
 

■

ア
ド
レ
ス
 

　h
ttp
://w

w
w
.to
u
ki-kyo

u
taku

-

　net.m
oj.go.jp/

 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
高
松
法
務
局
 

　
☎
0
8
7
（
8
2
1
）
6
3
4
2
 

   　
年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
自
動
車
の
検
査
・
廃
車
・
名
義
変

更
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
香
川
運
輸
支
局
 

　
検
査
関
係
 

　
☎
0
8
7
（
8
8
2
）
1
3
5
5
 

　
登
録
関
係
 

　
☎
0
5
0
（
5
5
4
0
）
2
0
7
5
 

　
自
動
車
税
関
係
は
県
税
事
務
所
 

　
☎
0
8
7
（
8
8
1
）
3
8
5
8
 

　
軽
自
動
車
関
係
は
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
☎
0
8
7
（
8
7
0
）
6
6
7
6
 

   　
国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー

ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の
防
止

の
た
め
「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
車
に

発
生
し
た
不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
い

ま
す
。
車
に
不
具
合
が
発
生
し
た
際
に

は
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

　
 
0
1
2
0
（
7
4
4
）
9
6
0
 

　（
平
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
） 

　
☎
0
3
（
3
5
8
0
）
4
4
3
4
 

　（
自
動
音
声
24
時
間
受
付
） 

　h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g
o
.jp
/R
J
/ 

 

  

 　
2
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し

た
際
に
、
今
ま
で
お
使
い
に
な
っ
た
古

い
電
話
帳
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 

　
古
い
電
話
帳
は
新
し
い
電
話
帳
の
原

材
料
に
す
る
「
電
話
帳
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル

ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
取
り
組
み
に
役

立
て
ま
す
。
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
 

　
 
0
1
2
0
（
5
0
6
）
3
0
9
 

  　
山
火
事
は
、
火
の
粉
が
飛
散
し
同
時

多
発
的
に
着
火
延
焼
し
、
延
焼
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
、
消
火
活
動
が
困
難
な
火
災

で
す
。
大
規
模
な
火
災
に
発
展
し
て
地

域
社
会
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
山
火
事
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。
 

　
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
火
災
か
ら

緑
の
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や

　
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
 

○
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、
完

　
全
に
消
火
す
る
 

○
風
が
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

　
る
時
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
 

○
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
こ
と
 

○
火
遊
び
は
し
な
い
 

■

問
い
合
わ
せ
 

　
三
観
広
域
北
消
防
署
 

　
☎
72 
・
2
1
1
9
　
 

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順） 

社会福祉協議会へ 

みとよ未来技術基金へ 

（12月受付分） 

高瀬町 
山本町 
仁尾町 

豊 嶋　武夫  
白 川　豊彦  
田 中　武士  

山本町 
三野町 

高瀬町 
高瀬町 
 

詫間町 

豊 田　健一  
横 田　英昭  

マリンウェーブ　☎56－5111▼
 

世帯数 世帯 

（－26） 

人 総人口 

平成23年1月1日現在  

そ
の
他
 

　今月の数字は・・・68,532。 
　国勢調査の結果、香川県において確定した10月1
日現在の三豊市の人口です。 
　皆さんに国勢調査への関心を高めてもらおうと企
画した人口予想クイズ、応募総数47通、5歳から
84歳と幅広い年代からご応募いただきました。厳
正な審査の結果、正解との差の最も少なかった藤川
和子さん（山本町）が1等に入賞されました。他の入
賞者にも、国勢調査実施本部より「みとよのほんま
もん」詰め合わせをお送りします。お楽しみに～♪ 
※入賞者の発表は市ホームページをご覧ください。 

問い合わせ　政策課　☎73－3010▼
 

問い合わせ　福祉課　☎73－3015▼
 

人 
2月18日（金） 
午後7時開演 

一般500円  学生100円 

ピアノ 
クレメンス・ツァイリンガー 

日 時 

料 金 

2月26日（土） 
① 10：00　②13：30 

一般　　　1,000円 
中学生以下　700円 
親子ペア　1,500円 

日 時 

料 金 

出 演 上高瀬小学校児童会 
たかせ人権福祉センター文化祭実行委員会 
 

月　曜　会 

マリンウェーブ情報 

 

　日本赤十字社三豊市地区では、皆さまにご協力いた
だいた今年度の社資（寄付金）を活用して詫間町の3出
張所（荘内浦島、粟島、志々島）に、いざというとき
に誰でも使うことのできる救命機器AED（自動体外式
除細動器）を設置しました。 
これからも日本赤十字社三豊
市地区では災害などへの救護
活動、応急手当等の救急講
習、ボランティア奉仕団活動
などを通じて地域の安全と安
心に貢献していきたいと思い
ますのでご協力をお願いしま
す。 
 

※市役所および市内の6庁舎には設置済みです。 
※昨年10月1日現在で実施された、国勢調査の速報値を基に推計 
　しています。 
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三
豊
中
学
校
は
、
生
徒
会
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
活
発
で
明
る
い

学
校
で
す
。
 

　
特
に
あ
い
さ
つ
運
動
に
は
力
を
入
れ
て
い

て
、
毎
朝
ク
ラ
ス
や
部
活
単
位
で
、
玄
関
で
元

気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
は
伝

統
に
な
っ
て
い
て
、
「
ふ
た
な
荘
」
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
車
椅
子
を
贈
る
こ
と
を
目
標
に
、

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
活
動
も
始
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
三
豊
中
学
校
な
ら
で
は
の
活

動
、
銀
杏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
っ
て
い
ま
す
。

校
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
な
る

銀
杏
を
拾
い
、
商
品
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
市
」

で
売
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
ん
な
三
豊
中
学
校
が
、
創
立
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
仲
良
く
楽

し
く
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

 
三
野
保
育
所
で
は
、
1
年
間
を
通
し
て
地
域

の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
は
、
第
40
回
大
見
地
区
文
化
祭
に
4
、

5
歳
児
が
初
出
演
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
地

域
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
「
ス
マ
イ
ル
」
の
歌
や
鼓
笛
演
奏
を

し
、
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
子
ど
も
た
ち
の
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
大
見
の

道
免
会
場
で
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に
参
加

し
、
地
域
の
お
年
寄
り
と
一
緒
に
温
か
い
ふ
れ

あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
遊
戯
や
歌
を

披
露
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
た
り
、
手

づ
く
り
お
や
つ
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
大
見
郵
便
局
に
毎
月
そ
の
季
節
に
合

っ
た
絵
手
紙
を
展
示
し
、
保
護
者
や
地
域
の
人

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
を
ポ
ス
ト
に
投

函
し
、
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
ハ
ガ
キ
が
届
き
、
喜
び
や
感
謝
の
こ
と

ば
が
返
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
の

人
の
温
か
い
心
に
ふ
れ
な
が
ら
、
た
く
ま
し

く
、
や
さ
し
く
、
心
豊
か
な
子
ど
も
に
育
つ
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。
 

▲ 拾った銀杏をみんなできれいにします ▲ とんとん肩たたき いい気持ち 
　（道免いきいきサロン） 

ど
う
め
ん 

登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約） 
商工観光課　☎73－3042

日　程 時　間 場　所 

9：30～15：00 豊中町保健センター 8日（火） 

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。 

※広報みとよ1月号の「休日当番医」の表記に誤りが 
　ありましたので、訂正してお詫びします。 
　■誤渡部ハートクリニック→■正渡辺ハートクリニック 

歯科 

日　程 時　間 場　所 

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター 
16日（水） 
17日（木） 
18日（金） 

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約） 
三豊市担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－3075

日　程 時　間 場　所 

10:00～11:30 上高野文化センター 14日（月） 

上高野文化センター　☎  62－2377

子育て支援課　☎73－3016

13：30～15：00
日　程 時　間 ※場　所 

豊中 22日（火） 
福祉課　☎73－3015

10：00～11：30 
13：00～15：00

日　程 場　所 時　間 

詫間福祉センター 
高瀬町農村環境改善センター 

 4日（金） 
28日（月） 

健康課　☎73－3014総務課　☎73－3000または各支所 

三野町社会福祉センター 
豊中町保健センター 
詫間福祉センター 
高瀬町農村環境改善センター 
山本庁舎 
仁尾庁舎 
財田庁舎 

日　程 時　間 場　所 

13:00～15:00 
10:00～15:00 
13:00～16:00 
10:00～15:00 
13:00～15:00 
10:00～15:00 
13:15～16:00

2日（水） 

8日（火） 

14日（月） 
 

15日（火） 

詫間福祉センター 
豊中町保健センター 
山本町保健センター 
仁尾町福祉会館 
財田町国保高齢者保健福祉支援センター 
三野町保健センター 
高瀬町公民館　 

日　程 時　間 場　所 

 9:30～11:00

3日（木） 
4日（金） 
9日（水） 
15日（火） 
17日（木） 
21日（月） 
23日（水） 

三野町保健センター 
仁尾庁舎 
財田町国保高齢者保健福祉支援センター 
三豊市役所 
豊中庁舎 
山本町保健センター 
詫間福祉センター 

日　程 時　間 場　所 

10：00～11：00

4日（金） 
7日（月） 
 8日（火） 
10日（木） 
16日（水） 
17日（木） 
23日（水） 

地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談 

福祉課　☎73－3015

10:00～11:30

日　程 時　間 場　所 
3日（木） 
10日（木） 
 15日（火） 
17日（木） 

高瀬町公民館（さくらの会） 
三野町太陽の家（みつばちの会） 
詫間福祉センター（みつより会） 
山本町老人ふれあいプラザ（わかたけの会） 

13:30～15:30 
10:00～11:30

子育て支援課　☎73－3016

豊中 

三野 

豊中 

三野 

豊中 

三野 

8日（火） 

15日（火） 

3日（木） 

10日（木） 

17日（木） 

24日（木） 

13:30～13:50

※場所 日　程 受付時間 対　象 

4・10カ月児健診 
（平成22年10月生まれ） 
（平成22年4月生まれ） 

3歳児健診  
（平成19年7月生まれ） 

1歳6カ月児健診 
（平成21年7月生まれ） 

※乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。   
　 ぜひこの機会に受けましょう。  

※場所　豊中（豊中町保健センター）　三野（三野町保健センター） 
　　　　高瀬（高瀬地域子育て支援センター） 

豊中町保健センター 
財田庁舎 
山本町農村環境改善センター 
詫間福祉センター 
高瀬町農村環境改善センター 
仁尾庁舎 
三野町社会福祉センター 

日　程 時　間 場　所 

10:00～15:00

2日（水） 

3日（木） 

9日（水） 
14日（月） 
21日（月） 
22日（火） 

人権課　☎73－3008または各支所 

日　程 時　間 場　所 

13：30～16：00
詫間福祉センター 
仁尾庁舎 
財田庁舎 

1日（火） 
2日（水） 
4日（金） 

農業委員会　☎73－3046

高瀬  23日（水） 9:15～9:30

※場所 日　程 受付時間 対　象 

子育て支援課　☎73－3016

16週以降の妊婦 
（前日までに電話申し込み） 

三野 27日（日） 9:15～9:30

※場所 日　程 受付時間 対　象 

子育て支援課　☎73－3016

16週以降の妊婦と夫 
（2日前までに電話申し込み） 

豊中 15日（火） 10:00～ 

※場所 日　程 時　間 対　象 

子育て支援課　☎73－3016

1～3歳（市内在住）の 
子どもと保護者 

＊持参物　歯ブラシ、コップ 

三野 3月9日 
（水） 

9:40～10:00

※場所 日　程 受付時間 対　象 

子育て支援課　☎73－3016

2～11カ月の乳児と保護者 
(2/23～前日までに電話申し込み)

◎県の専門員が相談に応じます。◎希望者は事前に電話でお申し込みください。 

日　程 医療機関名 電話番号 市町名 

うすき歯科医院 

ごうだ歯科医院 

中西歯科医院 

あらき歯科クリニック 

6日（日） 

13日（日） 

20日（日） 

27日（日） 

観音寺市 

観音寺市 

高瀬町 

観音寺市 

52－6150 

27－8199 

72－6057 

23－4182

日　程 医療機関名 電話番号 市町名 

多田医院 

高室医院 

橋本病院 

石川医院 

しのはら医院 

宮崎内科医院 

瀬尾医院 

香川井下病院 

高井医院 

今滝医院 

 6日（日） 

 

11日（金） 

 

13日（日） 

 

20日（日） 

 

27日（日） 

 

詫間町 

観音寺市 

山本町 

観音寺市 

山本町 

観音寺市 

仁尾町 

観音寺市 

山本町 

観音寺市 

83－2121 

25－8311 

63－3311 

54－5511 

56－7222 

25－1280 

82－2295 

52－2215 

63－2041 

27－6218

※豊中町保健センターの健康相談は第1金曜日に変更しています。 
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　「厳粛な中にも楽しく思い出深い成人式にしたい」と、新成人17人が

企画・運営スタッフとして何度も会議を重ね、準備を進めてきました。�

　この日は、新成人に渡す記念品づくり。学生時代の懐かしい味ポ

ンジュースやメッセージカードを入れた記念品を心を込めてラッピ

ングし、約600個を用意しました。�

　一度しかない成人式。それを自分たちの手でやりたいと、企画か

ら当日の受付や司会進行までスタッフが行った手作りの成人式は、

温かみのある思い出深いものとなりました。�

＜生涯学習課＞�

　2月と言えば節分。今回は鬼にちなん

だ伝承の地を紹介します。�

　高瀬町上高瀬地区と勝間地区にかけ

て裾野が広がる「鬼ヶ臼山」。山頂に

残る高さ5ｍほどの巨石が、まるで臼を

思わせる形をしていることから、その

名がつきました。そこにはこんな話が

伝えられています。�

　昔、この山には荒々しい男神が住ん

でおり、里に下りては人を捕まえ、臼

でついて食べていました。村人の難渋

を見た女神は、男神に「私の赤ん坊と

あなたの馬とで飛び比べをして、赤ん

坊が勝てばこれ以上乱暴をしないように」

と持ちかけました。�

　男神もこれを承諾し飛び比べを行っ

たところ見事赤ん坊の勝ち。以来男神

の悪行は治まり、赤ん坊は村人たちに

より「山の神」として大切に祀られま

した。�

　今も、ふもとの末地域の岩鍋池の近

くにある岩には、赤ん坊と馬が飛び降

りた際の足跡が残っており、山頂部を含めたこれらの遺跡群は市の史跡に指定されています。�

　また周辺には男神に食べられた人々の首が山になったという「首山」や、臼からあふれた血でできた

「血の池」といったぞっとするような地名もあります。このように地名一つとっても、調べてみるとそ

の土地の伝承、その土地がどんな歴史を歩んできたかをうかがい知ることができます。大切に語り継い

でいきたいものです。�

かみたかせ�

おにがうすやま�

かつま�

まつ�

すえ�




